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北海道に寿げる農家青年労働力の流出と滞留

－－ 上川地方開拓農家の場合 －－
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第１項

　

部落概況 事例２ 下川町四つの部落
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第４項 経済力と職業

事例４ 当麻町開明部落
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第５項

　

非戦後農家及び他産業就

　　　　　　　　　

ま

　

え

　

が

　

き

宇野綿谷氏はその著「日本資本主義と農業」 において１） 農家人口の流出形態について次の如く

述べている． 即ち， 「２５年以降（昭和２５年以降÷÷筆者）は…その内部（流出形態の内部－－筆者）では

学卒新規労働年齢層を中心に重大な変化が進行している． それは二三男流出年齢のくりあがり，

その流出構造も個人本位に変化し， 将来は挙家離村にまで移行し得る後つぎ要員の離村傾向が強

まり， 高校進学率がいちじるしく向上してこの離農傾向促進の条件となり二三男流出のばあいで

も通勤形態が離農の中継点として一般化したことである． …農家人口の流出先の歴史的推移をみ

るに， 明治初年から第１次大戦までの時期は比較的高賃銀の官公用部門へは地主自作上層出身者

が多く， 農村中下層のばあい，男は主に商業，女は
製糸紡績， 戸内使用人等であった． 満洲事変以

降となると， 重化学工業の発展にともない，男の工鉱業労働への流出が急増した． ただ学卒新規

労働力はまだこの時期でも男は商業， 女は戸内使用人が最大流出先であった． これが戦後は一変

する． 中学卒の農外就職は男女とも製造工業が大半をしめ， 高校卒では第三次産業のより近代的

な部門への就職が増える． いまや学卒新規労働力と近代的就業部門とは労働市場で直結するにい

たつた．」 と． （圏点－筆者）

　

以上は日本国全体としての農家人口の流出形態の昭和２５年以降の 特色をとらえたものであるが

そのような傾向は果して北海道にもみられることであろうか． 以上の点を北海道開拓農家を中心

としてとらえてその中学卒の新規労働力について既存農家のそれと比較しつ ， どの程度普遍性

－

　

４２

　

－
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をもつものか， 逆に本道戦後開拓農家の場合どの程度にその普遍性から逸脱しているものである

かを眺めたい，といっても全道開拓農家をとらえることは個人の力では勿論困難であり， 地域を上

川地方に限って調査地区を選定して事例としてこれをとらえ，一般への類推の手掛りを試みたい．

　

さて調査地区の選定であるが， 北海道 「北海道開拓地営農実績調査」 に基づいて

（１） 営農成績優良地， 且つ都市近隣交通便良好地の事例として当麻町開明部落を

（２） 営農成績良好なるも市街地より遠距離にある辺地の事例として富良野町平沢部落を

ー謝

　

営農成績普通，交通便また普通と目せられる事例として美瑛町五稜部落を

（翁

　

営農成績不振なるも農村都市或いは農村市街地へ 近接， 交通の便良好と目せられる事例とし

　

ては下川町川向， ペソケ， 桑の沢， 上名寄四開拓部落を

以上四ヶ町の開拓部落を調査対象地として選定した， 論述の方法については農家人口の流出は

如何なる場合も常にそうである如く階層を捨象しては考えられないのであり， 先ず階層的にこれ

をとらえ， 然る後に全体としての流出状況就業状況を眺めることとする． そこで先ず農家を階層

的にとらえることが必要となるのであるが， その前にそのような階層分化を生ぜしめる要因から

解明することが順序というべきであろう． そこで先ず階層分化を本諭題の一構成要素とし， 然る

後に他の構成要素として， そしてそれこそ主構成要素をなすものであるが農家人ロの流出－－中

卒者の流出状況なり就業状況なりを述べることとする， 尚． 数字は経済状況については昭和３４年

の実績を， 就業状況については３５年５月末乃至７月末現在をあらわす．

　

１） 宇野更畑篇「日本資本主義と農業」９頁

事例１ 美 瑛 町 五 稜 部 落

第１項 部

　

落

　

概

　

況

　

１． 位置及び入植状況

　

五稜地区は美瑛町ルベシベ開拓地の一区画を占め丘稜地よりなり， そ

の中心地たる開協所在地までは美瑛町市街地より約１２ｋｍ， 国鉄バスが運行している． 入植者の前

，住地をみるに，昭和２１年までは府県戦災者であったが，２２年より樺太満洲引揚者が主となり年次を

新しくするにつれて道内及び地場次三男がこれに加わった， 現在定着入植者 （昭３５年）の前住所

五稜部落

　　　　　

，～

　　　　　　

至

　　　　　　　

をみると樺太７８戸， 道内及び地場３４戸，

　　　　　　　　　　　　

泡
“，

　　　

満洲１４戸， 府県１７戸， 合計１４３戸， とな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

っ て い る，

２， 経営状況

　

本部落の経営地をみれ

ば， 田４町， 果樹園７町，普通畑６１４町

五

　　　

美

　　　　

．

　　

響悪霊蟹豪気三宅をＬ暮襲え１

お 文

　　　

瑛

　　　　　　　　　　　　

Ｌ水午釈早地れ町’休早ｍｌがり’駅秩地卵

，落

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

町，計８２町がある， この外，山林２７町その

　　　　

・’１１

　　　　　　　　　　　　　

他荒地農道３７７町，経営総地１１３４町となっ

ている， 作物作付面積構成は豆類２９％，

　　　　

至

　　　　　　　

麦類１９％， 工芸作物１６％， 馬鈴薯そさい

　　　　

ラ
フ

　　　　　　　

１１％， 青刈飼料９％， 雑穀６％， その他

　　　

ノ，，

　　　　　　

９％となっている． 飼育家畜は１戸当平

一４３

　

－
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均， 馬１．６頭， 乳牛０．６頭， 緬羊１，１頭， 豚１．２頭， 鶏１４羽である．

第２項 階層分化の現況と要因

　

１． 現況

　

既に述べた如く本部落の農家は１４３戸であるがこのうち， 本研究の対象とする昭和

２７年３月卒より３５年３月卒の中卒農家は６３戸である． これらの農家の１戸平均経営面積は７．２町

にしてこれら農家の階層分化を耕地， 農業粗収入よりみれば第１．１表第１．２表の如くであり， １戸

平均耕地４．８町， 農業粗収入３８．１万円となっている． 農業粗収入区分においてＡ層は農業収入の

みをもって生活可能とみられる層を， Ｂ層は先ず家計のため最大２０％以内の農外収入を要すると

第１．１表

　

耕地規模別農家数（昭３４）

階

　

層 耕

　

地

　

規

　

模 農

　

家

　

戸

　

数

Ｉ

２

３

４

　　

１

５

６

計

２，５町以下

２．５・３．５

３．５^｝４．５

４．５（｝５．５

５．５ハＪ６．５

６，５町以上

１戸１

　　　

α
４

　　　　　　

／

１９

　

７

　　　　

７３
２７

　　

」

　　

十

瀞 １９

６３

　　　

１００

第１．２表

　

農業粗収入別農家数（昭３４）

階

　

層 農業粗収入 農 家

　

戸 数

畠｝Ｃ
４

　　

Ｂ

宣｝Ａ
計‐

２０万円以下

　

２０（Ｊ３０

　

３０ハＪ４０

　

４０^Ｊ５０

　

５０（Ｊ７０

７０万円以上

二戸｝ ２７％

２２

　　　　

３５

１５

　　　　

２４

瀞 １４

６３

　　　

１００

みられる層を，Ｃ層は著しく農外収入を要する層を表し，ＩＣ層は家計の最小限６０％を， ２Ｃ層は

６０～４０％を，

　

３Ｃ層は４０～２０％の農外収入を要する層を表す． （以下の事例においても同じ）。そ

の根拠次の如し． 昭和３４年度農家経済関査報告書によれば１）． 農業粗収入に対する所得率は階層

平均６０％である． 而して報告書による階層分類の最低層の家族家計費は２９．６万円となっている．

これにより粗収入から所得を算定し， 上記２９．６万円の家族家計費から計算すれば上記の如き農外

収入を要する階層が分類される．

　

１） 北海道農研「北海道農家経済調査報告書」６５頁

２． 階層分化の要因

　

農業粗収入を視点の基準として階層分化の要因をみる． 然る時， 農業粗

収入は土地生産性と耕地面積の積において （採草地を一応考慮外として），或いは労働生産性と農

第１．３表 農業粗収入と耕地面積

農

　　　

業

　　　

粗

　　　

収

　　　

入

ＩＣ ２Ｃ ３Ｃ ４Ｂ ５Ａ ６Ａ

２０万以下２０
万
～３０万

３０万
～４０万

４０
～
÷
５０万
５０を
７０万７０

万以上

２．５町以下

２．５′｝３．５

３．５′｝４．５

４．５′｝５．５

５．５′｝６．５

６．５町以上

計

１

　

２

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

３

１０

３

Ｉ

１４

２

８

１１

Ｉ

２２

Ｉ

ｌｏ

２

２

１５

３

　 　

２

　 　 　 　 　

５

４

　

４

Ｉ

４

１９

２７

６

６

６３

０，７２６

－４４

　

－
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第１．４表 農業粗収入と土地生産性

農

　　　

業

　　　

粗

　　　

収

　　　

入

ＩＣ ２Ｃ ３Ｃ ４Ｂ ５Ａ ６Ａ

２０万以下２０を３０万
３０万
～４０万

４０を
５０万
５０を
７０万７０

万以上

６万円以下

６万～７万

７万～８万

８万～９万

９万～１０万

１０万円以上

　

計

 ^３

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ｑ Ｕ

ｌｏ

２

２

１４

３

６

ｌｏ

３

２２

２

４

４

４

Ｉ

１５

２

　

１

　

２

　

５

１

　

３

　

４

１６

１０

１６

９

６

６

６３

０．８２７

第１．５表 農業粗収入と農業労働力

農

　　　

業

　　　

粗

　　　

収

　　　

入

ＩＣ ２Ｃ ３Ｃ ４Ｂ ５Ａ ６Ａ

２０万以下２０～
÷
３０万
３０を
４０万
４０を
５０万

５０
～
÷
７０万７α万以上

２人

３

４

５

６

計

， ”

　 　 　 　

１ ▲

　 　 　 　 　 　 　 　 　

ｑ Ｕ

６

３

２

２

ｉ

１４

Ｉ

１４

４

３

２２

５

４

６

１５

 ^Ｚ “

　 　

’ ”イ ー

　 　 　 　 　

ｒ ｏ

◆ ．

　 　 　 　

Ｒ Ｕ

　 　 　 　 　

Ａ Ｔ

９

２５

１３

１５

Ｉ

６３

０．２１７

第１，６表 農業粗収入と労働生産性

農

　　　

業

　　　

粗

　　　

収

　　　

入

ＩＣ ２Ｃ ３Ｃ ４Ｂ ５Ａ ６Ａ

２０万以下２０を
３０万

３０万
～４０万

４０
～
÷
５０万
５０を
７０万７０万以上

６万円以下

６万～９万

９万～１２万

１２万～１５万

１５万～２０万

２０万円以上

　

計

 ^ｚ “

　

１ ▲

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

 ^３

４

Ｉ

５

４

１４

７

９

６

２２

３

５

Ｉ

５

１５

１

　

２

　

２

　 　 　 　 　

５

２

　

１

　

１

　

４

６

１３

２０

１５

８

Ｉ

６３

０．５７９

業労働力との積において求められる． これを四つの要因として農業粗収入との関係をみれば， 第

１．３表， 第１．４表，第１，５表，第１．６表の如くなる． これによれば耕地面積が重大な要因をなしＢ層，
Ａ層においては最小限４，５町以上の面積を要し，６Ａ層では６，５町以上の耕地をもつのであるが

　

こ

－

　

４５

　

－
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のような面積 （６．５町） 以上離農者の耕地の集中によって可能となったものである． 土地生産性

も重大要因をなし低収入階層では土地生産性が劣悪である． 労働力は大きな関係をもたないが，

然し， Ｂ層Ａ層では３人の労働力を要している．
逆にＣ層で４人以上の大な労働力を投入してい

るのがみられるがこれは労働の不完全燃焼を示すか， 或いは極めて低価値と農業に汲収されてい

ることを示す．

　

次にこれら四要因の生ずる要因分析を試みる．然る時，後述総括第５．２表にみられる如
くなる．

第５．２表から本部落では階層分化決定の要因として土地生産性を最大要因と
し， 耕地面積これに

次ぎ， 更にこれらの結果ではあるが労働生産性もある程
度の役割をなし， 労働力３人以上を有し

さえすれば （第１．５表参照）， 農業労働力は階層分化の要因としてはそれ程大きい要因をなすも

のではない． 本部落では可耕地 （ここで可耕地というのは可耕地として開墾助成金下附の対象地

をさす） は部落全体として後す１１町程度に過ぎず， 今後耕地の拡大を期待し得ないのであり， こ

の点からも今後の土地生産性の拡大深化こそ農家経済の発展に望まれる．

第３項 義務教育修了者の職業

　

既に第１．２表において農業収入のみによって自立可能な農家は調査中卒農家の１４％
に 過ぎざる

低位にあることを指摘したが， 農業収入の農業労働力１人当りと家計費１人当りの比較対照を試

みよう（第１．７表）。けだし彼等１人当りの農業収入が彼等自身の，或いは家族員
の家計費を補うに

足らざる時１），彼等のある者は農業そのものを放棄するか， 農
業と合せて農外収入の獲得に従事す

るかの何れかであり，

　

このことが中卒者の卒業後の就業撰択に重大な要因をなすであろうからで

　

第１．７表

　

農業粗収入従事者１人当り

　　　　　　　　

ある． ところで第１，７表によれば農業所得が

階層 農

　

業

　

粗

　

収

　

入 戸

　　

数

１

　

２

　

３

　

４

　

５

　

６

　

計…

６万円以下（

　

３．６万円以下）

６万～９万（３．６万 ～５．４万）

９万～１２万（５．４万 ～７．２万）

１２万～１５万（７２万 ～９．０万）

１５万～２０万（９．０万 ～１２．０万）

２０万円以上（１２．０万円以上）

晶
￥｝３８
６３

　　

１００

（註）カッコ内は農業所得従事者１人当りをあらわす。

　　

これの算出の根拠は「北海道農家経済調査報告」

　　

による平均所得率６０％を粗収入に乗じた。（以下

　　

の表も同じ）

さて開拓農家の義務教育者の就業状況をみよう，

ある． ところで第１，７表によれば農業所得が

自己の生計費にすら達しないもののあるを知

るのであるが，

　

全般にその所得の低位が注目

されるのであり， 従事者１人当り月平均所得

６，０００円にも達しない農家が６２％にも達する．
１） 昭３４「北海道農家経済調査報告書」によれば最

　

低階層たる耕地０～２町階層において全道調査

　

農家平均家族家計費は２９６，４００円となっている，

　　

これその家族数５．４人で除すれば年間１人当り

　

家計費５４，９００円，月平均４，５７５円となる．美瑛五

　

稜部落では農業所得家族１人当りこの水準に達

　

する農家は調査農家の２０％にも満たない．

１．

　

男子

　

男子の就業状況は第１．８表に示す如くであるが， 長男の場合その殆んどが自家農業

に従事しているのであるが学生は何れも本町立高校の農業科を学ぶものであり， 卒業後は自家農

業に従事を予定されるものであり， 僅かにみられる職人の如きも身体的特殊理由によるものであ

り，長男に関する限り，４町以上の耕地を
持ち（第１．１表の低階層は昭和２９年以降の新規入植者であ

り今後の耕地の増大が期待される），今後の技術的高揚にもと
づく生産性向上さえ見られれば将来

の自営業主として一応就業問題の解決されている者と見られる． たゞ本部落の現況は農業主叉は

その後継者にして２０才から４０才の屈強者が冬期造材搬出に従事している， 次男以下の場合は可耕

地の一応開墾過程を修了した現段階においても自家農業に従事している者が少くない， 彼等は目

－

　

４６

　

－
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家農業に従事しつ）もその多くは合せて日雇稼業に従事しているのであり， 一家生計の獲得に寄

与しているのであるが， 耕地のゆとりのない現状からすれば将来の独立の際自家農業から消滅し

ていくべき運命にある， これらの農業内部に止まるのは各農家の経済力の薄力によるものである

が， 同時に資本主義の雇傭力の乏しいことによるものと思われる， この点後述する各農家の経済

力と卒業者の就業状況をみれば一層明瞭となろう． 何れにしても次三男なるものは将来開拓者と

して土地を持たざる限り，自家農業から離脱すべき層であり， 第１．８表に示めす非農業欄中の非

定常的人夫日雇が彼等の将来を暗示するものではなかろぅか． 労働市場の展開されるのは卒業の

当年であり， 以後それが著しく縮少されることは諸書の指摘するところであり２」， 且つ部落学校

の教員も現地において卒業の年には求人も少くないと言っている （但しそれは小商店の店員，職

人見習， 女子の場合は店員と女中が殆んどであるという）， 然し年次が経ればか＞る求人も乏し

くなるのが一般であり， とすれば非農業の低級苦汗労働が彼等の前に展開される最も普通な労働

吸収ロとみてい だろう． 更に次三男の非農業についてみよう． 最も多いのは職人であるがそれ

は菓子製造， 家具， 電気修理， 彫印， 洋服仕立， すし屋であり， これらは分類の如何によっては

職工もしくは店員に分ちうるものがあるが， ともかく手労働零細自営業を主とする点において職

人として分類した， 次に店員であるが零細企業においては往々生産販売未分離のものがあるが販

売部門にウェイトの多いものを店員として類別したのであるが 第１．８表にみられる店員は何れも

地方小都市の零細小規模の店員である．次に職工であるが近代的大企業の職工は僅かに１名であり

（富士鉄），他は小現工場のそれであり，或は修理工である． その他自衛隊， 役場，農協の如き第

第１．８表

　

卒業年別男子中学卒業者の職業

長

　　　　

男 次

　　　

男

　　　

以

　　　

下

自

　

家

　

農

　

業

非

　

農

　

業 次
男
以
下
合
計

自

　

家

　

農

　

業

学 学識

生 生

　　

計

（１）｛２）人

Ｓ２７．３（２３才）

２８．３（２２才）

２９．３（２１才）

３０．３（２０才）

３１．３０－９才）

３２．３（１８才）

３３．３（１７才）

３４．３（１６才）

３５．３（１５才）

合

　　　

計

Ｉ

２

５

Ｉ

３

３

２

Ｉ

４

２２

１

　　　　　

１

　

２

　　　　

２

　　

２

　

２

１

　

２

　

２

　

５

５

４

４

８

５

１３

７

９

５

６０

Ｉ

２

２

８

Ｉ

４

Ｉ

１９

１

　　　

２

　

１

　　　

１

　　　　　　　　　　　　

５

　　　

１

　　　

２

　　　　　　

１

　　

４

　　　　

１

　　　　　

１

　　　　

１

　　

３

　

２

　

１

　　　　　

１

　　　　　　

２

　　

６

　　

２

　　　

１

　

１

　　　　　　　　　

３

　　　

１

　

２

　　　　　　　　　　　

１

　　

５

１

　　　

１

　

２

　

１

　　　　　　　　　　　

１

　　

６

　

１

　

１

　　　

２

　　　　　　　　　　　

１

　　

５

　　

１

　

１

　

１

　　　　　　　　

１

　　　　　

４

２

　

１

　

７

　

８

　

８

　

２

　

４

　

１

　

１ ７

　

４１

（註）学生（１嘘全日制高校課程及び大学をあらわし学生（２）は定時制高校課程を

　　

あらわす．

三次産業の就業者も見られるが，学生の如きはその数が少い． 尚非定常的人夫，日雇が７名みられ

るがこれは顕在するものであり， 自家農業に従事する次三男には顕在せずともか る型を兼ねる

ものがかなり多いと推測される（事実この種の者は区別はかなり困難である．回答する者により農

業と言い，或る者は人夫日雇と回答する）．彼等即ち自家農業従事者非定常的人夫は大方そ
の区別

一

　

４７

　

－



沢

　　

口

　　

信

　　

光

は年により一定せず， 思わしい仕事がなければ再び自家に帰えり日雇叉は自家農業に従事してい

るのであり，これらの次三男の就業は極めて浮動性に富んでいる．叉この点は他の職業についても

言える． 店員職人見習はその低賃金性の故にその出入はかなり行われていることが部落学校の教

員も述べており，か る面からも農業， 非農業の交替はかなり繰返えされているものと思われる，

　

２）・例えば並木正吉 「農村は変る」ｐ，８８～ｐ．９４あるいは日本農業新聞政経部編著「農業はどこへいく」ｐ．１５０

　　

～Ｐ．１５１．

次に年次別に就業の差異をみたのであるが第１．８表に見る限り， 必しも１貫した傾向を観取す

ることができない．

２． 女子

　

女子の就業状況は第１．９表に示めす如くであるが長女の場合， 自家農業に止まるも

のが大多数である． 次女以下の場合も農業に止まる者が多い． 且つそれは男子次三男の場合に比

べてその傾向は一層多い． それは女子の場合独立生計者になる必要は先ず殆んどなく， 結婚迄自

家農業に従事して将来の主婦たる迄の暫定期間労働力の補助的地位に立つことが 要請されるから

第１．９表

　

卒業年別女子中学卒業者の職業

長

　　　　　　

女 次

　　　

女

　　　

以

　　　

下

長

　

女

　

合

　

計

自

　

家

　

農

　

業

非

　

農

　

業
′

　

ｒ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、、
学 店 洋 女

　

日

生

　　

‐裁

　　　　

言！‐

（１｝員 師

　

中 雇

次女以下合

計

自

　

家

　

農

　

業

非

　　　

農

　　　

業

学 学 店 洋洋 美 バ 農 女

　

日

　

無

　　　

裁裁 凍

　　　　　　　　　

三．
ー

　　　　

師学
．

　　　　　　　　

口

（１）｛２）員 及校 師

　

ス

　

協 中 雇 職

Ｓ２７．３（２３才）

２８．３（２２才）

２９．３（２１才）

３０．３（２０才）

３１．３（１９才）

３２．３（１８才）

３３．３（１７才）

３４．３（１６才）

３５．３（１５才）

合

　　　

計

Ｉ

Ｉ

４

６

３

２

３

２０

Ｉ

Ｉ

５

３

２

２

１４

　　

１

　　　　　

１

　

２

　　　　　

１

　

３

　　

１

　　　

１

１

　　　　　　　　　

１

１

　

２

　

１

　

１

　

１

　

６

Ｉ

Ｉ

５

６

７

４

５

６

ｌｏ

４５

Ｉ

５

６

３

４

Ｉ

２

５

２７

　　　　　　　

１

　　　　　　　　

１

　　

１

　　

１

　　　　

１

　　　　　　　

１

　

４

　　　

２

　　　　　　　　　

１

　

１

　　　

４

　

２

　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　

４

１

　

２

　　　　　　　

２

　　　　　　　　　　　　　

５

１

　

４

　

２

　　

３

　　

２

　

１

　

１

　

１

　

１ ２１８

２

２

９

６

７

ｌｏ

８

８

１３

６５

　　　　

（註）学生（１）は大学叉は高校全日制課程を， 学生（２）は高校定時制課程をあらわす． 以下の表も同じ，

であろう． とは言え， 約次女以下の４０％が非農業となっており， 女子卒業者計の３７％が非農業と

なっており，６３％が農業部門に就業していることになる． 年次別にみれば年によりかなりの差異

があり傾向的なものは指摘し難く， むしろそれらの差異はこれら子女を輩出する各農家の経済力

に帰因するものであろう． たゞ最近学生がみられるようになったのは経済的ゆとりと通学上の交

通便によるものと思われる．

第４項

　

経 済

　

力 と 職 業

　

農家経済力とその中卒者の職業との間に如何なる関係があるか． 長男は既に身体的理由のあら

ざる限り自家農業に止まることを述べたが次男以下では第１．１０表に示めす如くである． 然る時次

の注目すべき点を見いだすことができる． 即ち， 経済良好なＡ層の自家農業に止まる者の比較的

多いこと，反面非定常的人夫日雇のみられること，Ｂ層及び３Ｃ層で非農業への流出の多いこと，

一

　

４８

　

－
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２Ｃ層ＩＣ層で再び自家農業の多くなることである， したがってこの層は一見してＡ層と同型で

ある． では以上のような現象は如何なる理由によってであるか， Ａ層は労働力が比較的豊富なる

ことによって達成されていることは第１．５表で既にみた如くであるが

　

このＡ層たり得たこと自体

第１，１０表

　

経済力別次三男の職業

　

（Ｓ３５．７）

６．５Ａ４Ｂ ３Ｃ ２，１人

自

　

家

　

農

　

業 ４人 ５人３人 ６人

◆ ←

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

 ^ｚ 】

　

 ^Ｋ Ｕ

　

“ ′

２

２

３

５

２

Ｉ

１５

２０

Ｉ

４

４

２

２

２

Ｉ

３

１９

２２

ｌ

Ｉ

２

４

ｌｏ

（註）経済力は農業収入階層をあらわす，第１．８表

　　

と数字の一致せざるもののあるは経済力不

　　

明分を除外せしことによる，

が次三男労働力を動員して達成せられたもの

である． 然しながら年齢が増加するにつれて

これら次三男は農業を去るのである． 非定常

的人夫がその流出先である， かくしてＡ層は

それ自体望ましい階層としても次三男問題で

は２Ｃ層と同じく問題のある階層ではなかろ

ぅか． ４Ｂ層と３Ｃ層は次三男は家族員の生

計費の獲得の要請からある程度解放され得る

層である． したがってこの層は家族経済の緊

急から解放されて，ある程度自由に職業選択

して自己の前途の開拓をはかり得るわけであ

る． 然しこの層と錐も自家農業に従事する者

にとっては問題は将来にのこるであろうし，
卒業年次を単に昭和２７年３月以降に止めずそ

れ以前に遡及してこの種の， 後継者以外の次

三男の農業滞留者をとってみれを， むしろＢ

層が最も多く滞留者を抱え込んでいることが

第１．１１表

　

次三男農業従事者抱含戸数及び階層別人員 （Ｓ３７．５）

次 三 男

　

従 事 者 経 済 階 層別 次 三 男 農業 従 事者

計 内．１人内．２人内．３人 Ａ Ｂ ３Ｃ ２．ＩＣ 計

次三男農業従事者を抱
含する農家

次三男抱含せざる農家

　　

計

戸

１８

４２

６０

戸

１２

１２

戸

６

６

戸
従

　

事 者

　

Ａ

階層戸数計Ｂ

１

　

戸

　

当

　

り
従事者

　

Ａ／Ｂ

　

５人

　

９戸

０．５５人

　

９人

１５戸

０，６０人

　

４人

２０戸

０．２０人

　

６人

１６戸

０，３８人

２４人

６０戸

０．４０人

（註）農家はＳ２６．３～Ｓ３５，３卒の中卒者の農家をあらわす． 但し農業従事者は当該農家のＳ２６．３以前

　　

卒の中卒者をも含む．
第１．１２表

　

経済力別女子の職業（Ｓ３５．７）

長

　　　　　　

女 次

　　

女

　　

以

　　

下

５Ａ ４Ｂ ３Ｃ ”Ｃ 計 ５Ａ

　　

４Ｂ ３Ｃ “Ｃ 計
自

　

家

　

農

　

業 ３人 ３人 ３人 ５人 １４人 ３人

　

９人 ９人 ２６人 ２６人
学

　　

生

　　

ｑ｝
学

　　

生

　　

御
店

　　　　　

員
洋裁師及同学校
美

　　

容

　　

師
ノミ

　　　　　　　　　

ス
農

　　　　　

協
女

　　　　　

中
日

　　　　　　

雇

　

計

Ｔ Ｌ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

１ ←

． ▲

　 　 　

． ▲

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

 ^ｚ ”

１ ｉ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

丁 ム

　

ー ←“ ○

丁 ふ

　 　 　

 ^Ｚ 】
１ ふ

　 　 　 　 　 　 　

１ ふ ４ １

ハ ｈ ｖ

１１

　 　 　 　 　 　 　

２

． ← １ １’ ”

？ ” ◆ ←

　 　 　

． ▲

　 　 　 　 　

 ^〆 ）

 ^Ｚ ”イ ー

　 　 　 　 　 　 　

１ １
． ▲ ー ｂ

Ｉ
３
２
３
２
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１５

合

　　　　　

計 ３ ４ ５ ８ ２０ ３ １１ １７ ｌｏ ４１

（註）本表は次女以下で階層不明分４名を除く．

一
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口
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知られる （第１．１１表）．

　

かくして第二次産業第三次産業の成長によりこれ次三男を吸収せざる限

り， 彼等のための第二次開拓第三次開拓が連続必要となろう．

　

次に女子についてみれば第１．１２表に示す如くである．

　

Ａ層Ｂ層の如き上層は自家農業多く， ３Ｃ層において外部流出が活溌となる．

第５項

　

非戦後農家及び他産業就業者の子弟子女の職業との比較

さて以上の開拓農の子弟子女の職業を既存農叉は他産業と比較してみよう， といっても調査部

（第１，１３表）

　

非戦後農の中卒者の職業（昭３５．７）

男

　　　　　

子 女

　　　　　　　　　

子

長

　

男 次男以下 長

　

女 次女以下 計

合

　　　　　　

計 １１人 １７人 １３人 ３０人 ４３人

自

　

家

　

農

　

業 ５ ５

　

９ １７ ２６

非

　

農

　 　

業

学

　

生

　

口） ㈱
店

　　　　　

．員

歌

　　　　　　

工

職

　　　　　　

人

日

　　　　　　　

通

職

　

業

　

訓

　

練

　

所

　

計

１ ム

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ハ ｈ ｖ

４

Ｉ

３

Ｉ

Ｉ

２

１２

４

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

４

ｌｏ

Ｉ

２

１３

１４

Ｉ

２

１７

（註）調査開拓部落の子弟子女の通学せる中学校において，同校の既

　　

存農の卒業者を調査したものにしてＳ３１．３卒～Ｓ３５．３卒を集計

　　

したものである，

落の子弟子女の通学する中学は殆んど全員農家をもって占められる故， 既存農家のそれと比較す

るに止まることとなる．これらの既存農家は母作専業とするものあるも，その多くは畑作専業が主

である． ところでこれらの子弟子女の職業は開拓農家の場合と相似た形をとっておるのであり，

強いて云えば男子の場合，開拓農に比べ長男の学生多く，これは全く農業教育を目的としたもので

あり，次男の場合も同様である． 女子も非農業では学生が多く，これらは通学の便の良好によるう

が所得の開拓農に比べて良好なることが大いに関係あろう． ともあれ， ここにも次三男の農業滞

留がみられると共に女子の若い生産年齢層が自家農業に温存されることの多きをみるのである．

事例２ 下 川

　

町 開

　

拓 四 部 落

第１項 部

　

落

　

概

　

況

　

１

　

位置及び入植状況

　

下川町の開拓部落は大きい集団としては桑の沢， 月日モリ， ペソケ，上名

寄の四部落あり， 現在入植戸数はそれぞれ，３５戸，６１戸，３７戸，７１戸であり，これら総計は２０４戸

である． ところで， これら部落の中心は最寄りの駅迄の距離７
ｋｍ，１．５ｋｌｌｌ，５ｋｍ，６．５ｋｍとなってい

向は市街へ近接しペンケ， 桑の沢へはその入口に通ずる支線道路までバスあり交通は比較的便利

る． 川である．入植戸数 （昭３４現在）２０４戸， その中１６９戸は昭和２５年迄の入植であり，他の３５戸は

－５０

　

一
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附図：四開拓部落（下川町）

上

　　　

’し．

　
　

　　

　

　　

　

　

２６年以降の入植にか る， これらの

入植者の前住地をみるに樺戸７７戸，
満洲４５戸， 地場４５戸， 府県道内３７戸

となつている．

　

２

　

経営状況

　

前記四開拓部落の

耕地面積は９０５町であり内， 畑８９０町

田１５町となっている， 畑はすべて傾

斜地畑であり， かなり勾配の急なと

ころもある， 畑の作付面積の作物別

比率をみるに， 青刈飼料２４％， 馬鈴

薯１６％， 麦類１５％， 豆類１３％， 雑穀

９％， 緑肥７％， そさい４％， その

他作物１１％となり， 工芸作物の作付

は１％にも足らない， 総じて換金作

物に乏しい． 更に飼育家畜について

みれば１戸平均馬１．１頭，乳牛１．０頭

めん羊０，９頭， 豚０．７頭， 鶏１５羽となっている，

　

これらの開拓部落は何れも経営不振でその中，月；

向， ペソケ， 上名寄は特別振興地区に指定されている， 而して開発局調査によれば１）， その不振

の原因として（１）傾斜地で石際地帯があり土地の熱畑化の困難なること， ｛２１耕地の不足，（綿増地が

飛地なることに由来する利用上の支障， ｛執既設農道の不備，（４１経営装備の不充分をあげている，
更に川向部落では一部に無水地帯があり用水の不便をあげている． 更に筆者調査によれば巨岩散

在していることも耕地化を防げる原因となっている． 本町では開拓農家は農業収入のみでは生活

困難なる故冬期の造材人夫が重要な副業となっている．

　

１） 北海道開発局「特別振興地区一覧表」 （昭３４．６）による．

第２項 階層分化の現況と要因

　

１

　

現

　

況

　

既に述べた如く四部落の開拓農家戸数は２０４戸であるが筆者調査の 昭２７．３卒～昭

３５，３卒計の中卒者の農家は７８戸である． これら農家の耕地から， 或いは収入から階層区分すると

第２．１表及び第２．２表の如くなる， １戸当り平均耕地３，４町であり，経営地 （耕地牧草地林道荒地

農道宅地沢地） は平均８．５町であり， 耕地化率は４３％となっている． 而して耕地は全く畑地であ

第２，１表

　

耕

　

地

　

面

　

積

　

（昭３４）

耕

　

地

　

規

　

模 戸

　　　　　

数

． ふ

　

り ”

　

ｑ ｕ

　 　

十 ４

　

「 ｂ

ハ ｈ Ｖ

２，５町以下

２．５（）３．５

３．５トＪ４．５

４．５ハＪ５．５

５．５ト・６，５

６．５町以上

罰 ４４％

孝；｝４９

“７

計 ７８

　　

１００

第２，２表

　

農 業 粗 収 入

　

（昭３４）

農

　

業

　

粗

　

収

　

入 戸

　　　

数

畠｝Ｃ
４

　　

Ｂ

琶｝Ａ

２０万円以下

　

２０トＪ３０

　

３０ト・４０

　

４０（Ｊ５０

　

５０トＪ７０

７０万円以上

１１戸ー
３８

　

ｒ

　　

ｏ

２０

　　　

２５

６

　　　

８

３

　　　　

４

計 ７８

　　

１００

－

　

５１一



沢

　　

口

　　

信

　　

光

り， 戸数の７７％が４．５町以下である． 農業粗収入は平均１戸当り２８．４万円， その階層をみるに４０

万円以上僅かに１２％に過ぎず最低層たるＩＣ， ２Ｃ層が６３％に達している，

　

２

　

階層分化の要因

　

階層分化を四要因についてみると 第２．３表， 第２．４表， 第２，５表， 第２．６表

の如くなる． 更にこれらの要因分析をすれば総括第５．２表の如くになる．

　　　　　　　

ず

第２．４表 農業粗収入と土地生産性

農

　

業

　

粗

　

収

　

入

ＩＣ ２Ｃ ３Ｃ４Ｂ ５Ａ

認誓方阜２０～

　

３０
３０～

　

４０
４０～

　

５０
５０～

　

７０

６万円以下

６万～７万

７万～８万

８万～９万

９万～１０万

計

７

４

４

１‐Ｉ

４

５

２０

８

３７

Ｉ

１１

６

２

２０

２

　

３

　 　

２

　

７

 ^ｚ ”

　

１ ▲

　 　

ｎ Ｋ ）

　

第２．３表

　

農業粗収入と耕地面積

　

（戸）

ＩＣ ２Ｃ ３Ｃ４Ｂ ５Ａ

鑑雲万里２０～

　

３０
３０～

　

４０
４０～

　

５０
５０～

　

７０

２．５町以下

２．５（Ｊ３．５

３．５ハＪ４．５

４．５トＪ５．５

５．５（Ｊ６．５

６．５町以上

計

５

５

Ｉ

１１

ｌｏ

１３

１２

２

Ｉ

３８

Ｉ

１１

６

Ｉ

１９

ｎ Ｘ Ｕ

　 　

 ^ｚ

　 　

ｌ ム

　 　

ー ▲

　 　

７ 十

４ １ ▲

　 　

ｎ ｚ ”

　 　 　 　 　

ハ Ｋ ）

農

　

業

　

粗

　

収

　

入

第２．５表 農業粗収入と農業労働力

農

　

業

　

粗

　

収

　

入

ＩＣ ２Ｃ ３Ｃ４Ｂ ５Ａ

２０々 門
以

　

下
２０～

　

３０
３０～

　

４０
４０～

　

５０
５０～

　

７０

２人

３

４

５

６

計‐

７

４

１１

１５

１２

６

３

２

３８

３

ｌｏ

５

２

２０

． ▲

　

イ ー

　 　 　 　 　

ｑ ｕ

　 　

ｌ ▲

ハ ｈ Ｖ

１

　 　 　 　

２

　 　 　 　 　

３

第２．６表 粗収入と労働生産性

農

　

業

　

粗

　

収

　

入

ＩＣ ２Ｃ ３Ｃ ４Ｂ ５Ａ

２０万円
以

　

下
２０～

　

３０
３０～

　

４０
４０～

　

５０
５０～

　

７０

６万円以下

６万～９万

９万～１２万

１２万～１５万

１５万～２０万

２０万円以上

５

８

２

Ｉ

１１

８

１０

１４

６

３８

６

４

４

５

１９

４

　

１

　 　 　 　

２

　

７

ク ”

　 　 　 　

イ ー

　 　

ｎ Ｋ Ｖ

（註） 同一労働力で粗収入の高いのは一般に言

　　

って牛を２～５頭飼育する農家である。

第３項 義務教育修了者の職業

　

農家の経済状況については第２．２表に示めした如くであるが， 中卒者の中卒後の職業との関連

性をみるために農業収入労働力１人当りをみると第２．７表の如くなる． 低所得農家の多いことが

知られる（７６％までは月平均６，０００円以下の所得），これら農家の中卒者の職業を示めすと男子では

第２．８表の如くであり，女子では第２，９表の如くである．長男の半数は非農業部門に就業している．

これは後継者が既に農業を放棄しつ｝あることを表す， 而してこれの放棄は当に農業の低収入な

のである， 彼等の就業部門は就業形態から言えば， 前資本主義の型態たる職人であり，小商店の被

傭者であり， 小工場の従業者であり造林造材人夫である． 次男以下も同様な前近代的部門を就業

－

　

５２

　

－
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とし， 或いは低級苦汗労働に従事す

　　　　　　　　

第２．７表

　

農業粗収メ従事者１人当り

る，尚，長男次男を通じて就業部門の

　

階 層ー 農 業 粗 収 入

　

１

　

戸

　

数

強いて言えば最近進学者が少数みら

れるようになったこと，長男で脱農

年次的傾向的差異は認められない，

　　

１

　

ー

　

６万円以下 （３．６方円以下） １１３戸１

　　　　　　　　　

言

　

ｇ＊ 語 ≦呈露；慧

　

１１
７６％

　　　　　　　　

　

　

　 　 　　　　 　　　

　　　　　　　　

　 　　　

　

　　　 　　　 　

しているのは３２年前に多いというこ

とである， これとて傾向という程の

ことでもない， 女子の場合もかなり

の脱農者がみられ， 殊に次女以下で

　　　　　　

計

　　　　　

ｉ 旧ｏｏ
は自家農業者より多くなっている．

　　　

（註）

　

カッコ内は従事者・人当り農業所得を表わす。
年次的には男子の場合と同様特に傾

向的差異は認め難い．強いて言えば年次を古くするにつれて農業外流出が多いと言えるだろうか．

第２．８表

　

中卒者男子職業（昭２７，３卒～３５，３卒計）

自

　

家

　

農

　

業

非

　　　

自

　　　

家

　　　

農

　　　

業

学
生山

農
業高

学
生ｍ

普
通高

学

　

生

　

助

店
員（ 販売）店
員

技
術

‐エ

員

職

人

運

転

手

造
林
造
材．

夫

役

場

日

崖

そ

の

他

小

計

長

　

男

　

計 １２ ２ ２ ２ ３ ２ Ｉ １２

次男以下計 １１ Ｉ ２ Ｉ ７ ３ １０ ６ Ｉ ７ Ｉ Ｉ ４０

（註） （１）ｉＨ向， ペソケ，桑の沢，上名寄開拓農家の中卒者計但し昭２７．３及び２８，３

　　　

卒のみは上名寄地区を含まず．

　　　

（２） 店員販売は純粋流通部門を担当する者を表わし， 店員技術は修理加工

　　　

作業を含む，内訳はコック，自転車店員， ラジオ店員である，

　　　

（３） 工員は電気工， 自動車修理工， パン工， 木・材工，土建工をあらわす，

　　　

鞘

　

職人は大工，鍛冶， 仕立職，家具職， 看板職，左官をあらわす，

第２．９表

　

中卒者女子職業（昭２７．３卒～３５．３卒計）

自

　

家

　

農

　

業

非

　　　

自

　　　

家

　　　

農

　　　

業
学

　

生

　

山

店員（ 販

売

真
警

工

員

美

理

容

師

者

護

婦

公

社

農

協

日

一雇

女

中

小

計

長

　　　

女

　　　

計

次

　

女

　

以

　

下

　

計

合

　　　　　　　

計

１３

１２

　

２

　

５

． ▲

　 　

ｎ Ｚ ”

　

ｎ ｄ

イ ー

　 　

？ ”

　

２ ｕ

３

２

５

２

２

Ｉ

３

４

Ｉ

４

５

２

２

２

２

３

３

９

２０

２９

２２

３２

５４

（註）

　

ｉＨ向， ペソケ，桑の沢， 上名寄開拓農家の中卒者計．但し昭２７．３，昭２８．３の

　　

卒学生のみは上名寄地区を含まず，結婚者は結婚前の職をあらわす，学生｛１）

　　

は大学１，高校２，工員は編物工１，織物工１，女中は旅館女中２， 家内女

　　

中１公社は高卒となっている．

一

　

５３

　

一



沢

　　

口

　　

信

　　

光

第４項

　

経 済

　

力 と 職 業

農家経済力と中卒者の職業との間には第２．１０表のような関係がある． 階層を下るにつれて長男

の非農業が相対的に増大する． 下川町の開拓部落は大多数が低階層に沈澱しているが， そのため

第２，１０表 経済階層別中卒者職業

昭２７．３卒～３５．３卒計）３５．７現在（人）

５Ａ４ｒＢ ３Ｃ ２Ｃ ＩＣ 計‐

（長

　　

男）

自

　

家

　

農

　

業

聯

　　　　

計‐

合

　　　　　　

計

　 　 　 　 　 　 　

一

， “

　

１ １

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

１ ←

　 　

文 Ｕ

ｎ ｄ

　 　 　 　 　 　 　 　 　

ｌ ム

　 　 　 　 　 　 　 　 　

ー ふ

　

り ”

　

ｒ ｂ

５

　

１

　

２

　

１

　

２

　

１

 ^ス ”

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

１ ▲

　

１ ▲

　 　 　 　 　

 ^Ｚ ”

　

Ａ Ｉ

２

　

２

　

２

　

２

　

３

　 　

２

　

１

　

２

　

４

． Ａ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ｉ Ｉ ム

　 　

 ^ｚ ”

（次男以下）
自

　

家

　

農

　

業

　

学生（１）農業高

　

学生（１）普通高

　

学

　

生

　

隣
非

　

店員（販売）

目

　

店員（技術）
工

　　　　

員

　

職

　　　　

人
農

　

運

　

転

　

手

業

　

造林造材夫

　

役

　　　　

場

　

日

　　　　　

雇

　　

計

合

　　　　　　

計

． ←

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

． ▲

． ▲

　

（ ｚ “

１

　 　 　 　

１

　

１

　

１

　 　 　 　

１

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

４

　

５

． ▲

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

１ １

　

． ふ

　

り ”

　

２ Ｕ

　 　 　 　 　

４ １

　 　 　 　 　 　 　 　

Ｒ Ｕハ ｕ Ｖ

８

Ｉ

Ｉ

４

２

３

２

Ｉ

４

Ｉ

Ｉ

２０

２８

１ ▲

　 　 　 　 　

ｎ Ｋ ）

　

１ ▲

　 　 　 　 　

？ ”

　 　 　 　 　 　 　 　

７ 十

　 　

７ 十

ｉｌ

Ｉ

２

Ｉ

７

３

ｌｏ

ｅ

Ｉ

７

Ｉ

Ｉ

４０

５１

（註）経済階層は１戸当り農業粗収入をもってあら

　　

わす，

第２．ｉｌ表 経済階層別中卒者職業

（昭２７．３卒～３５．３卒計）３５．７現在（人）

５Ａ ４Ｂ ３Ｃ ２Ｃ ＩＣ 計‐

（長

　　

女）

自

　

家

　

農

　

業

　

ｒ学

　

生

　

嫌

非

　

店員（販売）

目

　

店員（飲食店）

家，理

　

容

　　

師

農

　

看

　

護

　

婦

業

　

日

　　　　

一

　　　　

崖

　　

計

合

　　　　　　

計

１ ←

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

１ １

． ▲

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

． ふ

４

　

１

　 　 　 　 　 　 　

１

　 　 　 　 　 　 　

２

　

６

６

　 　 　 　 　 　 　

１

　 　 　 　

１

　

１

　

３

　

９

１

　 　 　 　

１

　

２

　 　 　 　 　 　 　

１

　

４

　

５

１３１１３１１

２９

　

２

　

２

（次女以下）

自

　

家

　

農

　

業

　

′学

　

生

　

山

　

店員（販売）
非

　

店員（飲食店）

目

　

工

　　　　

員

家萎
理容師

　　　

社

農

　

農

　　　　

協

業

　

女

　　　　

中

　

看

　

護

　

婦

　　

計

合

　　　　　　

計

Ｉ

Ｉ

２

２

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

３

４

５

Ｉ

Ｉ

ｌ

Ｉ

４

９

５

ｌ

Ｉ

２

Ｉ

２

２

９

１４

Ｉ

Ｉ

Ｉ

２

３

１２

２

２

２

２

３

Ｉ

Ｉ

３

４

２０

３２

（総

　　

計う

自

　

家

　

農

　

業

非

　

自

　

家

　

農

　

業

合

　　　　　　

計

Ｉ

２

３

２

３

５

９

６

１５

１１

１２

２３

２

６

８

２５

２９

５４

（註）経済階層は１戸当り農業粗収入をもってあら

　　

わす．

絶対数において長男は２Ｃ層が最大であり， 長男の離農も活溌である． これは農業への見切りを

つけたことによるものと思われる． 次男以下では各層いずれも非農業への他出が活溌であるが，
表にみられる２Ｃ層の自家農業もその実態はむしろ日雇である． かくして本調査部落は次三男以

下を農業に抱容する力は極めて乏しくこれらは農業外に流出するものである． 而して流出する労

働力は質的に低級労働の担い手であり， 将来の下層所得層を形成する可能性が大きい． 所得の安

定良好な近代資本主義に対応した労働力の担い手にならんとすれば それに応じた技術的に陶台さ

－

　

５４

　

一



北海道における農家青年労働力の流出と滞留

れた労働力の形成が必要であり， そのため進学が必要となるのであるが， その進学はこの開拓農

家の現状ではあまりにも微々たるものであり， 事実彼等の貧困が著しく彼等の子弟の学問意欲と

学習効果を低下させているのであり１）， この面からも近代的資本主義労働力担当者としての困難

があろう．

　

１） 開拓農家の中卒者男女１２９名の卒業時の綜合成績は経済の上層の農家程一般に良好であり下層程低下す

　　

る傾向が明らかに看取される．即ち， ５Ａ層では計１００として上位２９％中位５７％下位１４％であり，４Ｂ層

　　

では上位３１％中位３１％下位３８％， ３Ｃ層では上位１１％中位４８％下位４１％，２Ｃ層では上位１８％中位３６％下

　　

位４６％ＩＣ層では上位５％中位４２％下位５３％，階層じて全体としては上位１３％中位４３％下位４４％となって

　　

し、る。

　

女子でも階層を下るにつれて非自家農業が多くなる． これは経済的困難な自家外にこれら子女

を押し出すことを意味するものである． 階層の低い農家に技術的職人よりもサービスの被傭者が

多くなる．

第５項

　

非戦後農家及び他産業就業者の子弟子女の職業との比較

　

開拓農家の子弟子女の職業は以上述べた如くであるが， これを非戦後農家ないし他産業従事者

の子弟子女 （昭和３４年度卒の） の場合と比較してみよう（第２．１２表），

　

先ず非戦後農家についてみるに長男で農業外にある者は学生であり， これとても農業知識農業

技術の修業を目的とする者のみであり， 農業から離脱を予想させる他産業への就業者はこれをみ

ない， 次男以下の場合は農業に滞留する者尚多いのであるが， 農業外へ流出する者の中には学生

第２．１２表

　

非戦後農家及びその他産業従事者の中卒者職業（昭３５．３卒）３５．７現在（人）

男

　　　　　　　　　

子

兄の卒業

榊の

非

　　

農

戦

後

　　

家

会社職員公

　

務

　

員

工配日労
員

　

雇
、遂そ務
職

　

の
人夫他者

兼商

業
建
築
業

商
業
及
び
加工

非

　　

農

戦

後

　　

家

会社

職
員

公

　

務

　

員

工配日労
員

　

雇
、達そ務
職

　

の
人夫他者

長男輝 計 計 計 計 長女酔 計 計 計

自

　

家

　

農

　

業

農外家業及び家事

学生山実 業 高

学生ｑ）普通 高

学

　　

生

　　

勘

店

　

員（販

　

売）

店

　

員（技

　

術）

工

　　　　　　

員

職

　　　　　　　

人

ノミ

　　　　　　　　　　

．
ス
．

日

　　　　　　　

雇

役

　

場 ・ 団

　

体

土建及その他人夫

職

　

業

　

訓

　

練

　

所

合

　　　　　　

計

３

　 　 　 　 　

５

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

８

１３

３

２

Ｉ

３

Ｉ

Ｉ

２

Ｉ

Ｉ

２８

１６

８

２

Ｉ

３

Ｉ

Ｉ

２

ｌ

Ｉ

３６

ｑ Ｕ

　 　

ｒ ｈ Ｕ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ｎ ｘ Ｕ

｝

　

４

　

Ｉ

　

ｉ

　

Ｉ

　

５

　

Ｉ

　

２

　

Ｉ

　

Ｉ

　

Ｉ

　

１８

２

｝・ｏ

Ｉ

２

Ｉ

１６

自

　

家

　

農

　

業

農外家業及び家事

学生口）実業 高

学生ｑ）普通 高

学

　　

生

　　

鋤

店

　

員（販

　

売）

店

　

員（飲食店）

工

　　　　　　

員

職

　　　　　　

人

看

　　

護

　　　

婦

作

　

女 ・ 日

　

雇

合

　　　　　　

計

８

４

Ｉ

１３

１４

５

２

Ｉ

Ｉ

５

２

２

３２

２２

９

２

Ｉ

Ｉ

６

２

２

４５

１８

Ｉ

１９

Ｉ

７

６

５

２

３

Ｉ

Ｉ

．２６

（註） １． 開拓農家の子弟子女の通学する中学校の卒業生の合計をあらわす．但し開拓農のそれを除く．

　　　

２． 工員は電気工，木材工，紡績工， 自動車修理工をあらわす．

　　　

３． 職人は建具職， 造花職， 看板職，左官，美理容師， 洋裁師， 仕立職をあらわす．

－

　

５５

　

－



沢

　　

ロ

　　

信

　　

光

がかなりみられる， 長男次男以下全体としてみれば農業外就業者の半数は進学であり戦後開拓農

に比べれば尚進学率は高い． これは将来の所得安定層の形成に役立つであろう． 女子の如きも農

業外職業では学生が主であり， 次いで職人であり， これは特殊技術を習得して経済的能力の通養

を期している． 公務員会社職員においてはその子弟子女は殆んど全員進学しているのが目立って

いる． これは地場高校の定時制が全日制へ切り換えられたことにもよるが隣接都市高校への通学

の好便にもよろう． 次に工員その他産業就業者をみるにこれらの者は生産手段を欠く点において

公務員会社員と同様であるが， その所得の低い点において異ろう． ここでは女子を除いてはその

殆んどが自家外に職を求めざるを得ないのであるが， その流出先は非戦後農家の次男以下の場合

と類似するし， 開拓農の場合にも近接してくる． しかし尚進学率は後者より高く，人夫の如き苦

汗労働に従事する者少いのであり， 叉女子の場合も不安定的サービス被傭者も少くなっている．
次に商業建築業をみるにこれ叉進学率が高いのであり， 中卒のま 他産業に従事する者は少くな

っている． だが以上の何れをとっても男子にせよ女子にせよ進学以外の就業は何れも近代資本主

義企業にあらざることが共通している，

　

これを要するに下川町においては開拓農家の子弟子女は

他の何れの産業の子弟子女よりも総じて将来の不安定的下層的所得層を形成する可能性をはらん

でいるものと思われる，

　　　　　　　　　　　　　　

タイラ
事例３

　

富

　

良 野 町 平 沢 開 拓 部 落

第１項 部

　

落

　

概

　

況

　

１． 位置及び入植状況

　

本部落は東京大学演習林の開放地であり地勢概ね平坦一部に緩い傾斜

地がある． 下金山駅より１４Ｌ１ｍ， 富良野駅より２８ｋｍ， 後者の場合部落に到る５ｋｎ］前までバスが開通

〃

　

＞
′

老節布十

平沢部落

０

　　　　　　

４

　　　　　

‐Ｋｍ

している．現在の入植者の入植年次は次のようになっている．
即ち， ２０年～２４年６１戸，２５年４戸，２６年１戸となっている．

これら入植者の前住地をみると樺太９戸， 満洲８戸， 地場２０

戸， その他の道内２２戸及び府県７戸， 計６６戸となっている，
したがって地場次三男入植及び道内出身者が 大部分であり，
これに樺太満洲及び府県戦災者が 加わっているのが現情であ

る．

　

これら入植者の前職をみると地場及び道内出身者は８０％

が農業であり， 樺太満洲の引揚者では７０％が農業であり， 他

は非農業となっている，

　

２． 経営状況

　

本開拓部落の耕地面積は 畑３２７町にしてそ

のデド付比率は麦類２６％， 豆類３４％， 工芸作物１０％， 馬鈴薯１５

％， そさい２％，

　

これに飼料作物が加わり， この外水稲１町

果樹１．３町がみられる． 家畜についてみるに１戸平均， 緋馬

１．０２頭， 乳牛０，１５頭， 緬羊２．４頭， 豚０．８頭となっている，

　　　　　　　　

室帯広

　　　　　

第２項 階層分化の現況と要因

　

１． 現

　

況

　

中卒者農家 （昭２８．３卒～３５．３卒） の耕地状況をみると次の如くなる．

地５，２町であり， 経営地は平均６．８町である， したがって経営地における耕地化率

１戸平均耕

したがって経営地における耕地化率は平均６８％で

－

　

５６

　

－



北海道における農家青年労働力の流出と滞留

ある． 而して耕地は殆んど畑地であり， 田は０．５町に過ぎない， 畑の６０％以上が平坦畑であり，
地味肥沃である， これらの農家を耕地及び農業収入から階層区分をすると第３．１表及び第３．２表

の如くなる． 農業粗収入は１戸平均４０．９万円である．

第３．１表

　

耕地規模別農家数（昭３４）

階層 耕 地

　

規

　

模 農 家

　

戸

　

数

１

　

２

　

３

　 　

４

　

５

　

６

　

２．５町以下

２．５町～３，５町

３．５町～４・馴丁

４，５町～５．５町

５．５町～６．５町

　

６．５町以上

　

計

ず｝。％

‘｝６６

“３４

３２

　　

１００

第３．２表

　

農業粗入別農家数（昭３４）

階層 農業粗収入 農

　

家

　

戸 数

１

　

２

　

３

　

４

　

５

　

６

２０万円以下

２０万～３０万

３０万～４０万

４０万～５０万

５０万～７０万

７０万円以上

　

計

ず｝跳
１６

　　　　

５０

８

　　　　

２５

６

　　　　

２０

３２

　　　

１００

２，

　

階層分化の要因

　

本部落は一様に植土質である． 農業収入は耕地広狭に依存するところが

大きい． 農業収入の分布を耕地面積とと農業従事者との関係において示めすと第３．３表， 第３．４表

の如くなる， 而してこれらの要因分析結果は総括の第５．２表の如くである，

第３．４表

　

農業粗収入と農業従事者数

農

　

業

　

粗

　

収

　

入

２Ｃ ３Ｃ ４Ｂ ５Ａ

２０万円
以

　

下
２０万～

　

３０万
３０務４０搬

人２

　

３

　

４

　

計

． ▲

　 　

◆ 十 ふ

　

り ”

６

７

３

１６

Ｉ

７

８

３

３

６

相関係数

　

０．２１７

第３．３表 農業粗収入と耕地面積

農

　

業

　

粗

　

収

　

入

２Ｃ ３Ｃ ４Ｂ ５Ａ

２α万
円以
下
裏方；需ｉ需

２，５町～３．５町

３．５町～４．５町

４．５町～５．５町

５．５町～６．５町

　

６，５町以－ヒ

　

計

． ム

　 　

ー ム

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ｎ 乙

５

１１

１６

Ｉ

２

５

８

３

３

６

Ｉ

７

１３

８

３

３２

０．８５９

第３項 義務教育修了者の職業

　

中卒調査農家の農業収入農業労働力１人当

りを示めすと第３，５表の如くなる．

　

これらの

農家の中卒者の就業部門をみると 第３，６表 第

３．７表の如くなる． 長男は中卒後直接農業就業

するか叉は進学して

　

農業教育を受けた上で自

家農業へ就業するかであり，

　

非農業は進学１

名みられるだけである． 次男以下は大部分非

農業へ転出しているが， 長男次男以下女子と

も進学者は３３年３月卒以降の者である．

　

本部

落は交通不便なる故定時制高校以外の 進学は

第３，５表

　

農業粗収入従事者１人当り

農

　

業

　

粗

　

収

　

入 戸

　　

数
１

　

２

　

３

　

４

　

５

　

６

６万円以下（

　

３．６万円以下）

６万～９万（３．６万～５．４万）

９万～１２万（５．４万～７．２万）

１２万～１５万（７．２万～９．０方）

１５万～２０万（９．ｏ万～１２．０万）

２０万円以上（

　

１２，０万円以上）

一戸

》３０％

１詐７０

計 ３２

　

１００

（註）カッコ内は農業所得従事者１人当りをあらわす

－

　

５７

　

一



沢

　　

ロ

　　

信

　　

光

全て市街地叉は高校所在地への宿泊を余儀なくされるが， この頃になれば漸く経済的に可能にな

ったことをあらわすものであろう．

第３．６表

　

中卒者男子職業（昭３５．７現在）

（昭２８．３卒～３５．３卒計） （人）

自

　

家

　

農

　

業

非

　　

自

　　

家

　　

農

　　

業
学生山農

業高

学生

山普

通
高

学

　

生

　

御

店
員

（ 販売

店員（

技
術

工

　 　 　 　

員

職

　 　 　 　

人

運

　

転

　

手

計

長男計
次

　

男
以下計

ｑ Ｕ

　 　 　

Ｑ ）

１

　 　

２

． ←

　 　 　

Ｔ ｉ

． ←

　 　 　

 ^Ｚ ”
Ｉ Ｉ ２ Ｉ Ｉ

３

１１

（昭２８．３卒～３５．３卒計） （人）

自

　

家

　

農

　

業

非

　　

自

　　

家

　　

農

　

業
学生

山
普
通
高

学

　

生

　

燭

質

纂

理

容

師

洋

裁

師

Ｚご

の

他

計＋

長女計
次

　

女
以下計

合

　

計

５

　

１

　

０

　

柘

２

　 　 　

１

　 　 　

３

１ １

　 　 　 　 　 　 　 　

１ ー

２

２

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

３

６

９

（註）

　

女子は結婚者結婚前の職をあらわす．

（註）店員術術は時計店，工員は鉄工場工員，電気工夫

　　

職人はコックををあらわす，

第３．７表

　

中卒者女子職業（昭３５．７現在）

第４項

　

経 済

　

力 と 職 業

　

中卒者の職業をその農家の経済力との関連においてみたのが第３．８表， 第３．９表である． 男子

女子を通じてＡ層Ｂ層には常傭をもって農業労働力を補給しつふ

　

その子供を進学せしめているの

第３．８表 経済階層別中卒者職業

（昭２８．３卒～３５．３卒計）３５．７現在（人）

５Ａ４Ｂ ３Ｃ２Ｃ ＩＣ 計‐

（長

　　

男）

自

　　

家

　　

農

　　

業

　　

Ｆ学生（１）農業高

蔓ｊ寵ー富

　　

計

合

　　　　　　　　

計・

１ １

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

． ム

　 　

ー ←

． ム

　 　

ー ▲

　 　 　 　 　 　 　 　 　

． ム

　 　

ハ 乙

１

　 　 　 　

１

　

１

　

２

　

３

　 　 　 　 　

一

　 　 　 　 　

一

Ｑ リ

　

ー １

　

１ ふ

　

１ ←

　 　

 ^Ｋ Ｕ

　 　

Ｒ Ｖ

（次男以下）

自

　　

家

　　

農

　　

業

　

ず学生（ュ濃蕃憂

非

　

萱±′日
旭同

目

　　

Ｅ員「胴憲、

家 ら韻 （技術）

農

　

工

　　　　

員

　

職

　　　　

人
業

　

運

　

転

　

手

　　

Ｌ

　　　

計－

合

　　　　　　　

計

１

　 　 　 　

２

　 　 　 　 　 　 　

１

　 　 　 　 　 　 　

４

　

４

２

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

２

　 　 　 　

１

　

１

　

１

　

１

　

１

　

７

　

８

３

２

Ｉ

２

Ｉ

Ｉ

２

Ｉ

Ｉ

ｉｌ

１４

（註）経済階層は１戸当り農業粗収人をもってあ

　　

らわす，

第３，９表 経済階層別中卒者職業

（昭２８．３卒～３５．３卒計）３５．７現在（人）

５Ａ４Ｂ ３Ｃ２Ｃ ＩＣ 計

（長

　　

女）

自

　　

家

　　

農

　　

業

　

－「学生（１｝普通高

　　

轡

　　　

Ｈ

　　　

‐

　　　

樽、
由

　　　

子

　　　

土

　　　

間
質ー

　　

計

合

　　　　　　　　

計

１

　

２

　 　 　 　 　

２

　

３

２

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

２

ｎ ｚ ”

　 　 　 　

１ 」１ ▲

　 　

 ^Ｘ Ｕ

　 　 　 　

一

　 　 　 　

一

５

　

２

　

１

　

３

　

８

（次女以下）
自

　　

家

　　

農

　　

業

　　

ｆ学生（１）普通高
非

　

店員（販売）

　　

理ー 容廿十師
屍

　

淫

　

薮

　

師
‐≧

　

保

　

育

　

所

　　

ｒｒ

　　

＝

　　

…

　　

計

合

　　　　　　　

計‐

ｌ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ
Ｉ

２

３

８

Ｉ
ｌ

２

ｌｏ

Ｉ

Ｉ
Ｉ

２

ｌｏ

Ｉ
２
Ｉ
Ｉ
Ｉ
６

１６

（総

　　

計）

自

　　

家

　　

農

　　

業

非

　　　

農

　　　

業

合

　　　　　　　　

計

Ｉ

３

４

３

２

５

ｌｏ

３

１３

Ｉ

ｌ

２

１５

９

２４

（註）経済階層は１戸当り農業粗収入をもって

　　

あらわす，

－

　

５８

　

－



事例４ 当 麻 町 開

　

明

　

部 落

第１項

　

部 落

　

概

　

況

一宇奏薦嫌もぎ明璽蟻翻

　　　

、 鰯“
市街地から最短地３加，

中心地まで６醐最逮

　　　

＼

　

－ －

地まで１ｏｋｍとなっている・ 国鉄バス運 れ 開

　

うヒ

　　　　　

起拓部落としては交通の便頗る良好である． 土

　　　

線

地は一部に丘陵地存するも概ね平坦， 軍用演

習地の解放地である， 本部落の入植は昭和２０

　　　　　　　　　　　　

文

　　　　

△

　　　　

．

年１０月より始まり， ２４年には殆んど入植を終

　　　

と，

了し ひ ろ． それらの入植者の前職叉は前住

　

ま

　　　　

Ｍ地をみるに職業軍人７５戸， 府県１２戸，満洲樺

太６０戸， 地場及び道内１２０戸となっており，

　　

亜
だ

　　　　　　　　　

Ｋｍ
その中脱農者あり， 現在 （昭和３５．９） ２１６戸

　

，リ

　

リ

　　

・
７ｚ‐÷

が定着している，

２ 経営状況

　

開明部落は水田２８０町， 畑１５０町よりなっている． 故に耕地の６５％は水田というこ

北海道における農家青年労働力の流出と滞留

が５例みられる． 進学は３Ｃ層が限界であり， ここでも後述事例４の如く３Ｃ層の男子の非農業

高校へ進学がみられ， ３Ｃ層が農業からの進学的離脱の一分岐点をなすが如くである，

　

而して経済力と学業の間とは

　

ここでも一つの傾向的なものが絶対数の不足なるにも拘わらず予

想きれるのであり， 経済力を上にするにつれて学業も良好である１）．

　

１） 昭３１年度卒～３４年度卒男女計をみるに，５Ａ層（農業粗収入）では学業上位５名， 中下位０，４Ｂ層上

　　

位２名， 中下位２名， ３Ｃ層上位４名， 中下位１０名，２Ｃ層上位１名，下位１名となっている．

第５項

　

非戦後農家及び他産業就業者の子弟子女の職業との比較

本開拓部落の農家の子弟の通学区の中学校の非戦後農家 叉は他産業従事者の子弟子女の進路と

第３．１０表

　

非戦後農家の中卒者の職業

　　

（昭３４．３卒～３５，３卒計） （３５．７現在） （人）

男

　　　　　　

子 女

　　　　　　

子

自

　

家

　

農

　

業

　

′学生（１）農業高
非

　

学生（１｝普通高

　

学

　

生

　

間

　

′工

　　　　

員

　

、造

　

林

　

夫

　

理

　

容

　

師
業

　

職業郷練所

　　

計

合

　　　　　

計

１０‘３）

昼（１）

３
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
１２（１）

２１（４）

自

　

家

　

農

　

業

　

′学生（１）普通高
非

　

学

　

生

　

脚

　

店員（販売）

　

，洋

　

裁

　

学 校
′

　

、看

　

護

　

婦
貢

　

工

　　　　

員
業

　

農

　　　　

協

　　　　

計‐

合

　　　　　

計

１８

２
４
Ｉ
Ｉ
２
Ｉ
Ｉ
１２

３０

（註）男子カッコ内は計内の長男数． 工員は自動車

　

修理工紡績工をあらわす．

いると言っていいだろう．

比較してみよう， といっても農業以外の他産

業従事者は５％に過ぎず９５％までが 非戦後の

所謂既存農家である故 ここでは 非戦後農家の

それと比較することになる． これら農家の子

弟子女の就業状況は第３．１０表の如くであり，
これによれば 開拓農家のそれとの間に 差異は

殆んど看取するを得ないのであり，

　

そこに指

摘されるのは 前資本主義就業型の 共通した型

のみである，

　

したがって本開拓部落の子弟子

女の就業型を 既存農家のそれと 区別して差異

を求めること自体に意味はな い と言 ってよ

く，

　

むしろ都市を距る農村型の中に解消して

－

　

５９

　

－



沢

　　

口

　　

信

　

、
光

ととなる．

　

これらの耕地を平均１戸当りにすれば水田１．３町， 畑０，７町， 計２町となる． 故に本開

拓部落は水田を主とし畑を従としているのであり， 乳牛その他の家畜飼育は極めて不振であり１

戸当りでこす〆滅ば乳牛０．１７頭， 緬羊０．９頭， 豚０．５頭に過ぎない． 水田開発は昭和２５年より， 各農家

により自然水を利用して始まるのであるが， ２６年乃至２７年造田化が著しく進み， 昭和３２年には隣

接開拓部落たろ緑郷に灘澱用水ダム （用水量５６０町） が完成し， 水田経営は安固たる基礎を得る

に到った． そして現在尚緩勾配の畑地へ造田化が進行している． 畑の作付構成をみるに （昭３４），

燕麦２６％， 小豆２０％， とうもろこし１２％， 大豆１１％， 馬鈴薯１０％， 飼料作物７％， 小麦５％，菜

豆５％， 緑肥４％となっており， そさいは自給程度を出ない．

　　　　　　　　　　　　

第２項 階層分化の現況と要因

　

１ 現

　　

況

　

中卒者農家 （昭２６．３卒～３５．３卒） の耕地状況をみると第４．１表の如くなる， 経営

地は平均６．４町であるが，４町程度は荒地山林であり宅地を距る４
ｋｍ乃至６ｋｍの後年の増反地であ

第４２表

　

農

　

業 粗

　

収

　

入第４．１表 耕

　

地

　

面

　

積

階層 耕地規模 実

　

数 田

　

を 畑 換
算 の場 合

１

　

２

　

３

　

４

　

５

　

６

２．５町以下

２．５～３．５町

３，５～４．５町

４．５～５．５町

５．５～６．５町

６．５町以上

６１戸

３９

９

２

，ず｝◎

ゑ￥｝＠）

言≧｝＠）
計 １１１ １１１

　

（１００）

階層 農業粗収入 農

　

家

　

戸

　

数

ＩＣ

２Ｃ

３Ｃ

４Ｂ

５Ａ

６Ａ

２０万円以下

２０万～３０万

３ｎ万～４０万

４０万～５０万

５０万～７０万

７０万円以上

，γ｝◎
２６

　　

（２４）

３７

　　

（３３）

２≦｝ ＠）

計 １１１

　

（１００）

（註）田を畑換算については収入上より田を畑の３倍

　　

とした．その根拠次の如し，本開拓部落の水田平

　

均反収６．１８俵であり，畑は反収平均８、ｌｏｎ円であ

　

る． したがって水田収入は約畑の３倍となる．

るのが普通である．

　

これらの土地は農道もないのが実情であり，今後の開墾は自然条件から叉は

現在の経済条件は期待し難い． 故に耕地化率は平均３９％ということとなる． しかし耕地は平坦地

であり水田化率が進行し， 第４．１表の中卒家庭１１１戸中水田を欠く農家は４戸に過ぎない． 耕地

の実数は比較的狭小であるが水田を収入から畑地換算すると耕地の経済的実質面積は 大きいと言

えよう．

　

したがって収入階層も一般に良好であり， １戸平均農業粗収入は４３．４万円にして２Ｃ層

ＩＣ層の如き低収入階層は少くむしろＢ層Ａ層が多くなってくる （第４．２表）．

　

２ 階層分化の要因

　

階層分化の要因は水田面積の大小が決定的な要因をなす． それ程水田は畑

作に比べて決定的有利性をもっており， 本部落では反収８俵も可能と言われ，今尚傾斜地造田化

の絶対的刺激となっている．

　

さて農業収入を耕地面積， 農業労働力との関連においてその分布を示すと第４．３表， 第４．４表の

如くなる． 而してこれらの収入に対する二要因の分析結果は総括第５．２表の如くなる． 第４．２表

では５Ａ層で２人の労働力をもってこの層の達成して農家がみられるが 条件時に良好ならざる限

り矢張り３人が普通であり，

　

６Ａ層では４人以上となっている．

　　　　　　　　　　　　　

第３項 義務教育修了者の職業

　

調査中卒農家 （２６．３卒～３５．３卒計） の農業収入農業労働力１人当りをみれば第４．５表の如くで

－

　

６０

　

－



北海道における農家青年労働力の流出と滞留

第４．３表

　

農業組収入と耕地面積

ＩＣ ２Ｃ ３Ｃ４Ｂ ５Ａ ６Ａ

ｍ以
万
円下１需；鴛

４０万ー

之
５０万

５０－万
Ｚ
７０万

７０以
万
円上

２．５町以下

２．５^・３．５

３．５ハＪ４．５

４．５（Ｊ５．５

５．５トＪ６．５

６．５町以上

計

ｒ ｈ ｕ

　 　

ヰ 十 ←

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

に ｖ

９

３

１２

１３

１３

２６

１３

１３

Ｉ

３７

３

２４

２７

Ｑ Ｕ

　 　

Ｑ Ｕ

５

ｌｏ

１６

３１

２１

２８

１１１

相関係数

　

０．８０２

（註）耕地面積は田面積を収入上から畑面積に換算

　

す，換算率： 田＝畑ｘ３．０．本開拓部落は畑収入

　

平均反当８１００円であり水田反収は平均６．１８俵であ

　

る，したがって畑反収の約３倍となる，

第４．４表 農業粗収入と農業労働力

ＩＣ ２Ｃ ３Ｃ ４Ｂ５Ａ ６Ａ

２０万円
以

　

下１書
３α万
Ｚ
４０万１鴛

５α万
Ｚ
７０万
蜜万里

２人

３人

４人

５人

６人

７人

計

？ ”

　

窟 ５

　 　

◆ ←

ハ ｈ Ｖ

Ｉ

５

５

Ｉ

１２

９

８

６

２

Ｉ

２６

ｉ９

８

７

３

３７

５

１４

２

４

２

２７

１ ▲

　

１ ▲

　

１ ▲

　 　 　 　 　

Ｒ Ｕ

３６

３８

２２

１１

３

Ｉ

１１１

相関係数

　

０，１０８

（註）労働力２人の中には労働力１人の農家が３戸あ

　

り，これらはＩＣ， ２Ｃの収入層を形成している，

第４．５表

　

農業粗収入従事者１人当り

農

　

業

　

粗

　

収

　

入 農業戸数

６万円以下 （３．６万円以下）

６万～９万 （３．６万～５．４方）

９万～１２万 （５．４万～７．２万）

１２万～１５万 （７．２万～９．０万）

１５万～２０万 （９．０万～１２．０万）

２０万円以上 （ｉ２万円以上）

ギド
１１

　

・

昌三′＄○）

１１１ （１００）

（註）カッコ内は農業所得従事者１人当りをあら

　

わす，

ある．

　

これら農家の中卒者の就業部門をみる

と第４，６表， 第４．７表の如くなる．

　

１ 男

　　

子

　

先ず長男についてみるに ２６，３

卒～３５．５卒計において 中卒後直ちに自家農業

に就業する者４０％， 進学４０％， 他業就業が２０

％となっている． このような高い進学率はこ

れまで述べた他の 開拓部落においてこれをみ

ない．

　

これらの進学者は実業高と普通高の二

大別をなし得るも，

　

長男の場合これが両様相

半ばし実業高は 農業高が その殆んどであり，

（第４．８表）， 農高修了者は農業に復帰が予想

されるが普通高は農業からの離脱が予想される１），

次に次男以下についてみよう．次男以下で農業に滞留する者３０％，残りの７０％は非農業である．

非農業の半数は進学である． 進学の多くは実業高であるが，しかしそれの半数は農学外実業高で

あり （第４．８表）， これらは普通高卒業者と合して， 特殊事情のなき限り， 完全に農業から離脱し

よう２）． 人夫日雇小店員の如き将来の低所得層はむしろ少い，

２ 女

　　

子

　

先ず長女から． 非農業として他業に従業する者卒業者の半数であるが， か る非

農業の約７０％は学生である． これらは高卒後自家に止まるか叉は他業に進出する（第４．７表註の

｛２１をみよ）．次に次女以下についてみるに卒業者の約半数は自家に止まり，残りの半数が農業外に

従事している． この点長女の場合と全く同一である． たゞ長女の場合と異るのは非農業者中，学

生の少いことであり， その２０％に過ぎない．

　

次に卒業年次別に就業部門の推移をみよう （第４．６表），先ず男子について言えば，３０年以降長

男次男以上とも非農者が増大していることである， 而もそれは進学の増大によってもたらされた

一
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第４．６表

　

年次別中学卒業者男子就業状況

　　　　

（昭３５．５現在） （人）

長

　　　　　　　　　　

男 次

　　　

男

　　　

以

　　　

下

自

　

家

　

農

　

業

非

　　　　

農

　　　　

業 合

　 　 　 　 　

計

自

　

家

　

農

　

業

非

　　　　

農

　　　　

業
学生

ｍ
実業

高

学生

艇普

通
高

学生

隣
定
時
制

店
員（ 販

売

工

　 　 　 　

員

職
人

・
職訓

自

　

衛

　

隊

日

　 　 　 　

雇

計

学生雛

実業高

学生山普

通
高

学
生勘

定
時
制

店
員

（ 販

売

店員（ 技術工

　 　 　 　

員

職
人

　

．
職
訓

自

　

衛

　

隊

運

　

転

　

手

日

　 　 　 　

雇

計

２６．３

２７．３

２８．３

２９．３

３０．３

３１．３

３２．３

３３．３

３４．３

３５．３

計

Ｉ

Ｉ

３

２

７

Ｉ

Ｉ

３

１８

ｎ ｄ

　 　 　 　 　 　 　 　 　

 ^Ｚ

　 　

ｎ ｄ

　

（ じ

． ▲

　 　 　 　 　 　 　 　 　

 ^ｄ

　 　

ｌ ▲

　

１ ▲

　 　

． ▲

 ^ｚ 】

　

ｎ ｘ ）

２

　 　 　 　 　

２

１ ｉ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

． ←

１

　

１

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

２

． ▲

　 　 　 　 　 　

１ １

　 　

． ム

１ １

　 　 　 　 　

１ ー

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

 ^ｚ ”

１ ユ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

１ ←

Ｉ

ｌ

Ｉ

４

５

３

２

４

６

２７

２

Ｉ

Ｉ

３

６

５

ｌｏ

３

５

９

４５

２

３

Ｉ

Ｉ

Ｉ

２

Ｉ

２

２

１５

Ｉ

Ｉ

２

２

ｌ

３

２

１２

２

　

１

　

１

　 　 　 　 　 　 　 　

１

　 　

５

Ｔ Ａ

　 　 　 　 　

，
］

　

ｎ ｄ

１ ▲

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

１ ←

１ １

　 　 　 　 　 　

１ ふ

１ １

　 　 　 　 　

． ←

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

． ▲

　 　

Ｑ Ｕ

１ ふ

　

１ ←

　 　 　 　 　 　 　 　 　

１ ▲

　

１ ←

　

１ ▲

　 　

ｎ ！ ム

　 　

ワ ｔ

． ▲

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

 ^Ｚ ”

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ｎ べ Ｕ

１ １

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

１ ▲

１ ▲

　

１ ふ

　 　 　 　 　 　 　 　 　

り ”

Ｉ

Ｉ

４

Ｉ

７

４

４

３

５

８

３８

（註）（１）学生はその卒業せる者をも学生（１）に含めた｛２）実業高は農高商高工高を表わす（３）職人は家具

　

職建具職理容師をさす性）工員は製鉄工， 製縄工， 自動車修理工，煉瓦工， クリーニング工より

　

なる，

第４．７表

　

年次別中学卒業者女子就業状況

　　　　

（昭３ぅ．５現在） （人）

長

　　　　　　　　　　

女 次

　　　　

女

　　　　

以

　　　　

下

自

　

家

　

農

　

業

非

　　　　

農

　　　　

業 合

　 　 　 　 　

計

自

　

家

　

農

　

業

非

　　　　　

農

　　　　　

業
学

　

生

　

山

学

　

生

　

筋

理

　

美

　

容

　

師

洋
裁
師同

学
校

看

　

護

　

婦

女

　 　 　 　

中

計‐

学

　

生

　

山

店
員（ 販売
理

・
美
容
師

洋
裁
師同

学
校

工

　 　 　 　

員

着
′

　

護

　

婦

女

　 　 　 　

中

日

　 　 　 　

雇

計

２６．３

２７．３

２８．３

２９．３

３０．３

３１．３

３２．３

３３．３

３４．３

３５．３

計

３

Ｉ

４

Ｉ

３

Ｉ

３

４

２０

Ｉ

Ｉ

３

Ｉ

３

５

１４

． ←

　 　 　 　 　

′

　

． ▲

． ▲

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

． ム

１ ▲

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

１ ふ

１

　 　 　 　 　 　 　

１

　

２

１ ▲

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

１ ←

Ｉ

Ｉ

ｌ

２

４

Ｉ

４

６

２０

４

Ｉ

２

４

３

７

２

７

１０

４０

Ｉ

５

２

４

Ｉ

４

Ｉ

Ｉ

１９

１

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

３

　

４

． ・

　 　

ｌ ｉ

１

　 　 　 　

１

　

１

　 　 　 　 　 　 　

１

　 　 　 　

４

１ １

　

▼ １

　 　 　 　 　 　 　 　

１ ▲

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ｎ ｄ

１ １

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

１ ｉ

． ←

　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ｔ ▲す ん

　 　

ｑ Ｖ

１

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

１

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

２

◆ 十 ム

　 　

ー ▲

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ハ ニ

ｌ

２

２

４

３

Ｉ

２

５

２０

（註）（１）女子は結婚前の職業を表わす． 学生はその卒業せるものをも含む．｛２）高卒者は学生に含めし

　

も高卒後の進路は大学１，農業及び家事２， 店員１， 幼稚園保母１， 会社１となっている．

ものである．これは水田化により経済の安定したことによろう． 他方長男の非農業もみられてく

一

　

６２

　

－



北海道における農家青年労働力の流出と滞留

るがこの時点になれば

　

これら農家は自家農業の限界が明瞭に見透されるに到ったことによるぅ．
女子については明瞭な形はみられないが強いて言えば矢張２９年頃より農外流出が目立つようであ

る．３２年以降進学がみられる，

　

１） ２） 高卒者の就業は長男・次男以下合して次の如くである． 普通高卒では大学６名， 農業，職人，自衛

　　

隊， 会社各１名となっており，実業高（農高・商高・工高）卒では農業４名， 会社３名，公団公社２名，

　　

官署１名となっている，

第４項

　

経 済

経済力と中卒者の就業部門の関係を示めしたのが第

第４．８表

　

経済階層別中卒者職業－－男子

（昭２６．３卒～３５．３卒計） （人）

６Ａ ５Ａ４Ｂ ３Ｃ２Ｃ ＩＣ

（長

　　

男）
自

　

家

　

農

　

業

轡警護

　　　

訓

　

計

　　

履

合

　　　　

計

． ←

　

． ←

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

． ム リ ム

２
２

２
２

６
８

Ｉ
Ｉ

Ｉ

Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ

６
１３

５
３
Ｉ
６

Ｉ

Ｉ

１２
１７

３

３

ｌ

Ｉ
２
２

２

　 　 　 　 　 　

１

　 　 　 　

１

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

２
４

６

２
ｌ

２

ｌ

Ｉ

７
１３

４
４
２
２
Ｉ

２

１１
１５

２
２
２
２
Ｉ

ｌ
Ｉ
２
Ｉ

１２
１４

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

３
４

Ｉ

２
３
３

（註）経済階層は１戸当り農業粗収入をもってあ

　

らわす，

力 と 職 業

；第４．８表， 第４，９表である． 男女通じて進学

　

第４．９表

　

経済階層別中卒者職業－－女子

（昭２６．３卒～３５．３卒計） （人）

６Ａ ５Ａ４Ｂ ３Ｃ２Ｃ ＩＣ

（長

　　

女）
自

　　

家

　

農

　

業

　

ｒ学

　

生

　

（“
学

　

生

　

図
非

　

理

　

美

　

容

　

師
。 洋

　

裁
” 師

　

及び同学校

　

看

　

護十婦

　

女

　

ｒ＝

　

中

　

Ｌ
ハ

　　　

． 十

　　

計
合

　　　　

計

１ ふ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

１ ▲ １ ←

３４

　

１１

　

１７

１０

１０
６
１

　 　 　 　 　

７
１７

４３

　 　 　 　 　 　 　 　

１

　 　

４８

３

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

１

　 　

１
４

　 　 　 　 　

一

　 　 　 　 　 　

ー

５
３
Ｉ
２

２

８
１３

９
Ｉ

Ｉ

Ｉ

３
１２

５

Ｉ

Ｉ

Ｉ
Ｉ
２

６
１１

Ｉ

２
３
３

１ ▲

　 　

１ ▲

８

１５

２３

１９

ｌｏ

２９

９

１０

１９

３

Ｉ

４

３

３

（註）経済階層は１戸当り農業粗収入をもってあ

　

らわす．

は３Ｃ層まで可能である． 長男の脱農及び脱農予想 （普通高進学） は既にＡ層より表われるがこ

れは３Ｃ層において顕著になる， 而もそれは進学の形をとってあらわれている． これは農業一代

限りとする直接間接の親の意図の表われでもある．

　

２Ｃ層以下では進学も全く困難となる． 次男

以下について言えば， Ａ層Ｂ層に農業滞留がかなりみられるが， これはか る次男以下の労働力

をも結集してこの層に達していることをあらわす． 然し反面， この層はもとより３Ｃ層にも進学

者がみられ， むしろ中卒直接非農業就業よりも多くなっている．次三男問題の積極的解決に解決

せんとする農家の意向がうかがえる， 女子の場合は階層が上るにつれて自家農業プラス学生計が

－

　

６３

　

一
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多くなり，

　

２Ｃ層では日雇を兼業しつ｝自家農業に止まり， ＩＣ層では非農業へ押し出されてい

る． たゞ指摘さるべきは同階層でも長女と， 次女以下の間に進学率に著しい差異のあることであ

る， これは開拓農家の教育費の限界を物語るものであろう．

第５項

　

非戦後農家及び他産業就業者の子弟子女の職業との比較

　

開拓農家の子弟子女の中卒後の職業は以上述べた如くであるが， これを非戦後農家及び他産業

従事者のそれと比較してみよう（第４．１０表， 第４．１１表）．

　　　　　　

第４．１０表

　

非戦後農家及他産業就業者の子弟子女の職業との比較

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（昭３４．３卒業者計）

　

（昭３５．５現在） （人）

　

男

　　　　　　　

子

　　

１

　　

女

　　　　　　　

子

非 戦後

農

　　

家

会
社職

員

公

　

務

　

員

工配日労

暴考務
人夫他者

商兼建
業商
・業案
加旅
工館業
禍

中毒墓≧＼

非 戦 後

農

　　

家

会
社職

員

公

　

務

　

員

工配日労

静影
人夫他者

長男次男以下 計‐ 計 計 計 長女辞 計 計 計 計

自

　　

家

　

農

　

業

家

　　　　　　

業

　

′学生（１）実業高

　

学生（１）普通高

　

学

　

生

　

◎

　

店員（販売）

非

　

店員（技術）

目露

　

呈
家

　

運

　

転

　

手

業

　

職

　　　　

訓

　

人 夫

　

日

　

雇

　

運

　

送

　

業

　

実務的特殊校

〉

　　

計

合

　　　　

計

１５

８

３

２

Ｉ

１４

２９

１３

２０

８

３

５

３

６

５

Ｉ

２

２

５５

６８

２８

２８

１１

５

５

３

７

５

Ｉ

２

２

６９

９７

７

１３

２０

２０

２

３

２

２

Ｉ

Ｉ

３

１４

１４

３

Ｉ

６

Ｉ

Ｉ

９

１２

自

　　

家

　

農

　

業

家

　　　　　　

業

　

ｒ学生ロ｝実業高

　

学生ロ｝普通高

　

学

　

生

　

隣

ラゼ員（販売白
目

　

美

　

理 容

　

師

家 洋

　

裁 学 校

　

看

　

護

　

婦
、 職

　　　

訓

　

学 校

　

給

　

仕

　

実務的特殊校

　　

計

合

　　　　

計

１６

Ｉ

４

Ｉ

２

Ｉ

Ｉ

１０

２６

３０

７

１７

６

４

２

Ｉ

４

２

４３

７３

４６

８

２１

７

４

２

３

４

Ｉ

３

５３

９９

１

　 　 　 　

８

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

８

　 　 　 　

９

２

Ｉ

Ｉ

３

Ｉ

Ｉ

Ｉ

８

ｌｏ

２

Ｉ

９

Ｉ

Ｉ

２

１４

１６

（註） （１）実業高は農高工高商高を表わす． 但し女子の場合は農高商高のみ．（２）店員販売は流通のみの店員を

　　

表わし店員技術は加工もしくは修理を含む店員を表わす．（３職人は理容師家具職建具職ブリキ職柾職大

　　

工をす． 鑑実務的特殊校は簿記学校及び農業講習所をさす．

　

１ 男

　　

子

　

先ず非戦後農家についてみるに， 長男は自家農業に従事するか， 或いは進学する

かの何れかと云ってい ． 表中の実業高も学生（２｝も農業高であり， 長男として自家農業より離脱

する可能性のある者は工員及び普通高の４名のみであり， 開拓農の長男の脱農率 （普通高及び現

非農業従事者計の長男総数に対する比率） ４０％に比べればはるかに少い（非戦後農家では１４％）．

逆に言えば開拓農の農業に対する固着性の乏しさを物語るものであり， 事実彼等は農業一代叉可

なりと考えているのであり， か＞る営農観の表われと云えよう．

　

次に次男以下についてみるに非戦後農家は自家農業従事者 （学生（２１を除く） の２０％程度である

が， その全てではないむこせよ将来の次三男問題を内包しているものと考えられる． 進学率を求め

－

　

６４

　

－
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れば非戦後農家の場合４６％であり， 開拓農の３８％よりや 上廻っている． 長男・次男以下を合せ

て考えれば開拓農家の場合，非戦後農家より長男の離農率が高く，逆に次男以下の滞留率が高い．
これは部分的には長男の離農による次男以下の農業継承もあるが （３戸），開拓労働が今尚続いて

いること， 更に低層が日雇として止まることによる．

学生以外の非農業部門への就業は開拓農非戦後農と大同小異であり， 共に前近代的分野の就業

の多いことにおいて共通している． 差異を強いて言えば開拓農の場合，単なる流通部門店員の乏

しいことであり， 技術的店員， 或いは職人の相対的に多いことであろう． しかしその絶対数が乏

しい故にこれを差異的して指摘するでに足るかな疑問がのころう．

第４．１１表

　

開拓農・非戦後農の中卒者就業比較（昭３５．５現在） （人）

開

　　　

拓

　　　

農 非

　

戦

　

後

　

農

長男（女）次男（女）以

　　

下 計 長男（女）次男（女）以

　　

下 計

男

進

　

級

　

人

　

員 （Ａ）

総

　

人

　

員 （Ｂ）

比

　　

率 （Ａ）／（Ｂ）

１９人

４５

４２％

２０人

５３

３８％

３９人

９８

４５％

１３人

２９

４５％

３１人

６８

４６％

４４人

９７

４５％

女

（Ａ）

（Ｂ）

（Ａ）／（Ｂ）

１５

４０

３８％

４

３９

１０％

１９

７９

２４％

６

６

跳

　 　 　 　 　

に ひ

　 　 　 　 　 　 　

′ ム ー ／

　 　

り 、 リ

　

ー ユ

Ｏ Ｋ リ

　

ワ 十

　 　

八

　 　 　 　 　

ば ツ

　 　 　 　 　 　 　

′ ム フ ′

Ｃ Ｏ

　 　

Ｏ ▽

　 　

だ ０

リ ー リ

　

Ｑ

　 　

Ｑ Ｕ

男

滞 溜

　

人

　

員 （Ａ‐）

総

　

人

　

員 （Ｂ）

比

　　

率 （Ａ）／（Ｂ）

１８

４５

４〇％

１５

５３

３〇％

１５

２９

５２％

１３

６８

２〇％

女

　

（Ａ）

（Ｂ）

（Ａ）／（Ｂ）

　 　 　 　 　

Ｚ ワ

　 　 　 　 　 　

‘ ′

ｎ Ｖ

　

（ Ｖ

　 　

ｎ Ｖ

ｑ る

　 　

▲ な

　 　

に Ｕ

１９

３９

４９

３９

７９

４９

１６

２６

６２

３０

７３

４１

４６

９９

４６

男

非学生非農人員（Ａ）

総

　

人

　

員 （Ｂ）

比

　　

率 （Ａ）／（Ｂ）

８５

班

１８

５０

３４％

Ｉ

２９

４％

２４

６８

３５％

女

（Ａ）

（Ｂ）

（Ａ）／（Ｂ）

５０

跳

１６

３９

４１％

２１

７９

２７％

４

２６

１５％

１３

７３

１８％

１７

９９

１７％

男 比

　　　

率

　　　

計 １００ １００ １００ １００ １００ １００

女 比

　　　

率

　　　

計 １００ １００ ｌｏｏ １００ １００ １００

継

　

目

承露
率

　

業

長

　 　

男

継

　

承

　

人

　

員 （Ａ）

総

　

人

　

員 （Ｂ）

比

　　

率 （Ａ）／（Ｂ）

２７

４５

６〇％

２５

２９

８６％

（註）（１）開拓農は昭和２６．３卒～昭和３５．３卒の計をあらわし， 非戦後農は昭和３４．３卒計を

　

あらわす．｛２）滞溜率は中卒後進学外の自家農業就業者率をあらわす．（３自家農業継

　

承人員は長男中，自家農業従事者＋農高進学者十定時制農高の計を表わす，鯉総人

　

員は中卒者の長男（女），次男（女）以下の各々の総員をあらわす．

次に公務員会社職員の子弟の場合をみれば全員進学であり， 更に工員以下の労務所得者層をみ

るにその子弟の進学率は３０％程度であり， 店員・人夫日雇が主である． 商業以下の個人営業層で

－６５

　

－



沢

　　

口

　　

信

　　

光

は矢張進学が高くなっており，
る．

この種の層からは将来の比較的安定層が析出されものと予想され

２ 女

　　

子

　

長女次女以下を合せてみるに非戦後農家では中卒者の３６％が進学する． 約半数が

自家農業に滞留する． この滞留率は開拓農の場合と殆んど異るところなく （第４．１１表），外部流出

率は１７％で極めて低くそれは開拓農の場合よりも低くなっているが， その低い分だけが進学の方

で増大している．
次に公務員職員の子女は先ず殆んど進学し， 商業その他個人営業の子女の場合も進学が多く，

反対に工員職人その他労務所得者層において進学が乏しく 中卒者の直接就業者の多いことは男子

の場合と同様である． その進学率からみても最も経済的に低層に属するのはこれらの労務者層で

あり， その経済的向上のため彼等の帰農する所以もうなずけよう．

総 括

　

開拓地の中卒者の農家をみるにその階層分化が顕著に進んでいる．

　

この階層分化は前各事例に

みた如く， そして本総括で後述する如く中卒者の就業進路に大きい影響を与えている．今各戸当

り年間農業収入をもって階層分化の状況を一括表示すると第５．１表の如くなる． 農業収入をもっ

て生活可能と思われるＡ層は当麻を最大とするも， 各開拓部落ともその数少く， 反対に農外収入

を著しく要するＣ層が頗る多く， 殊に２Ｃ層ＩＣ層の如き極貧層の少くない事実が注目されねば

ならず殊に下川部落の如き６３％がこの層によって占められている，

　

さて， 以上のような階層分化

を生ぜしめた要因を一括して掲げると第５．２表のようになる． 農業収入は耕地面積の大小， 土地

生産性を最大要因といるものの如くであり， 農業従事者数は要因として作用は少いものと思われ

る． 但しその際はＢ層Ａ層においては最小３人以上の労働力を保有する農家であることも既述の

各部落事例で明かなことが没却されてはならない． 労働生産性も叉， 耕地面積或いは土地生産性

に附随したところのむしろこれによって惹起される要素と考えられる． 次にこれらの要因分析を

試みるに 先ず耕地面積の大小は経営面積の大

小とは必しも関係をもつものではない．

　

尤も

美瑛の如きかなり相関がみられるが， 下川で

は追加配分地への距離， 経営地の地勢土壌が

大なる要素をなすものの如く， 耕地面積と経

営面積の相関関係は乏しく， 叉当麻の場合追

加地への距離 それへの農道の不備が耕地面積

の拡大を防げている． 耕地面積と農業従事者

数との相関関係は稀薄であり， 叉土地生産性

は農業従事者数の大小との関係は乏しく，

　

同

第５．１表 農業粗収入別農業比率

美瑛 下川 富良野 当麻

ＩＣ

２Ｃ

３Ｃ

４Ｂ

５Ａ

６Ａ

計

２０万円以下

２０万～３０万

３０万～４０万

４０万～５０万

５０万～７０万

７０万円以上

｝“
％

　

３５

　

２４

キー４

１００

｝′

　

２５

８

｝４

ｌｏｏ

％

６

　

５０

　

２５

｝１９

１００

｝，７
％

　

２３

　

３３

｝２７

ｌｏｏ

時に従事者１人当り耕地面積との関係も同様に乏しいと言える． むしろ自然的土壌叉は地形の良

否が， 現段階の資本装備の開拓農にとっては， 土地生産性を決定する最大要因をなっていること

が現地調査の結果感じられる． 労働生産性は従事者１人当りの耕地面積とかなり高度の関係があ

り従事者数が多ければ従事者の１人当り年間農業収入も低下する． これは従事者１人当り耕地の

減少によって惹起されるものである． 労働生産性と土地生産性とは必しも明確な関係がみられな

し、．

－

　

６６
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第５．２表

　　

階層（農業総収入）分化の要因と要因分析

要

　　　　　　

因 相

　　

関

　　

係

　　

数 要

　

因

　

分

　

析 相

　　

関

　　

係

　　

数

農業総収入と耕地面積
美

　

瑛０，７２６

　

下川 ０．６８“

富良野０，８５９ 当麻 ０．８０２

耕地面積と経営面積

耕地面積と農業従事者数

美瑛０，６２７ 下川 ０．３３４

美瑛０．２７ｎ 下川 ０．３２５
富良野０．０９８ 当麻 ０，０９２

農業総収入と

　　　　

土地生産性

美

　

瑛 ０８２７

下

　

川 ０．６０６

土地生産性と農業従事者
数
土地生産性と農業従事者
１人当り耕地面積

美瑛０．３９５ 下川 ０．２７７

美瑛－０．２０３ 下川－０．２５７

農業総収入と

　　　

農業従事者数

美

　

瑛０．２１７ 下川 ０．４２１

富良野０，２１７ 当麻 ０，１０８

農業総収入と

　　　　

労働生産性
美

　

瑛０，５７９ 下川 ０．３８６

労働生産性と従事者１人
当り耕地面積

労働生産性と従事者数

労働生産性と土地生産性

従事者数と従事者１人当
り耕地面積

美瑛０．６９２ 下川 ０．８４１

美瑛‐０，４０４ 下川－０，５０３
富良野－０．６３２ 当麻－０．６２６

美瑛 ０．４２２ 下川－０．０９２

下川‐０．６６５ 富良野－０．６４６
当麻‐０．６８４

（註） 農業総収入は粗収入をあらわす， 農業従事者数は１４才～６０才の家族もしくは常傭労働力をあらわす，

　　

労働生産性は従事者１人当り年間収入をあらわす， 耕地面積と農業従事者数の相関係数におい
て当麻町

　　

の場合は労働所要度より田を畑に換算して畑に一元化して計算した． 換算率：田＝畑×２．５／１．５換算根

　　

拠は曳人１人田１．５町を経営可能にし，畑２．５町を経営可能とする一般説による，

次に中卒者の就業門部を一括する（第５，３表の１，第５．４表の１）．長男につい
て言えば， 開拓部

落中 （調査での） 経済最も良好な当麻においては進学が旺盛であり， 中卒のま 自家農業に従事

第５．３表の１

　　

長男・次男以下別中卒者職業

＼

　

職

、

　

業

　

＼

開

　　

＼

部義＼

自

　

家

　

農

　

業

　

④

学

　 　

生

　

金
日
通

高
）

学
生
（ 実業高

及
定
時
制

学

　 　

生

　 　

計

　 　

⑩

学生外

、
非
農
業
就業

⑥

非農

業

計

⑩

　

＋

　

⑥

合

　 　 　

計

④＋

側＋

⑥

④／合計

⑩
＋⑥

／合

計

　

％

⑥／

合計

　

％

美

　　

瑛

下

　　

川

富 良 野
当

　　

麻

計

２

　

２

　

３

　

８

　

５

 ^ｚ ”

　

． ▲

　 　 　 　 　

１ １

　

一 ｂ

２

１

９

１２

３

　 　

２

１０

１５

３

２

３

１９

２７

２

１０

８

２０

５

１２

３

２７

４７

２７

２４

６

４５

１０２

８２

５０

５０

４０

５４

１８

５０

５０

６０

４６

ｌｏ

４２

０

１８

２０

美

　　

瑛

下

　　

川

富 良 野

当

　　

麻

計

１９

１１

３

１５

　

４

　

８

ｆ ←

　 　

 ^Ｚ ”

　

． ふ

　 　

ｒ ｈ Ｖ

　 　

 ^】 リ

２

　

２

　

４

　

５

　

３

　 　 　 　 　 　 　 　

１ ▲

　 　

ワ ル

３

４

５

２０

３２

３８

３６

６

１８

９８

４１

４０

１１

３８

１３０

６０

５１

１４

５３

１７８

３２

２２

２２

２８

２７

６８

７８

７８

７２

７３

６３

７０

４３

３４

５５

（註）

　

下

　

川：昭２７，３卒～３５，３卒計

　　

美瑛：昭２７．３卒～３５．３卒言ｆ・

　　　

富良野：昭２８．３卒～３５．３卒計

　　

当麻：昭２６．３卒～３５．３卒計

－６７
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沢

　　

口

　　

信

　　

光

　　　

第５．３表の２

　　

中卒者男子（長男・次男以下）計職業

　　　

（人）

自

　　　　　　

非

　　　

自

　　　

家

　　　

農

　　　

業

　　　　　　　　

総

滋養徽
工職日
鴫
職
副護

業 嵩 高 制計 ） ） ） 員 人 雇 隊 夫 訓 手 通 協 人 計‐計

　　

計

１０３

　

２１２６１２

　

５９１２１３

　

１２６

　

２５１２

　

９

　

９

　

３

　

３

　

２

　

２

　

ｉ

　

ｌ１８１７７

　

２８０

　

２６

（註）

　

調査部落中卒者の集計をあらわす，

４０％に過ぎず，進学者の中にはかなり
の将来の脱農者が予想され，下川はその経済の貧困なる故に

直接農業外に直接流出する者が多い，富良野は経済良好なる故に自家農業従事か，叉は進学による

農業技術の習得であり， 美瑛は経済必しも良好ならざる故に中卒のま 自家農業に従事するのが

普通である． 更に次男以下についてみるに美瑛は経済的制約交通的制約から中卒のま〉農業非農

業のいづれかに直接就業し， 下川は経済的貧困の故に進学者乏しく， 富良野は比較的経済良好な

る故をもって進学者率も高まるが尚交通不便の制約が進学の伸長を阻止し， 当麻は経済交通良好

の両面相重りて進学者が増大している． 次に長男・次男以下を合せて中卒者の非農業職業 （但し

学生を除く） をみよう， 然る時非農業職業の最大は店員， 工員であり次いで職人であり， 人夫日

雇であり， 自衛隊運転手等がこれとつ
づいている（第５．３表の２）．

第５．４表の１

　　

長女・次女以下別中卒者職業

、職

　

業
、

　　

＼

　　

＼
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＼
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農

　

業
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生
金
日通高実業

高
）

学

　 　

生（ 定

時制

学

　 　

生

　 　

計

　 　

⑩

学生

外
、非
農
業
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業
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計
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＋
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合
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合
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． ム
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４０
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７０

５９

６３

５０

５８

３０
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５０

４２

２５
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０
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２０
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下

　　

川

富 良 野

当

　　

麻

計

７ 十

　 　

 ^ｚ ”

　

ｎ ｖ  ^》

　 　

 ^ｘ Ｕ

２

　

１

　

１

　

１

　

６

１

　

２

　

１

　

４

　

８

４

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

４

５

２

Ｉ

４

１２

１３

１８

５

１６

５２

１８

２０

６

２０

６４

４５

３２

１６

３９

１３２

６０

３４

６３

４９

５２

４０

６６

３７

５１

４８

２９

５６

３１

４１

３９

（註）

　

各部落卒業年月は第３表の１に同じ．
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第５，４表の２

　　

中卒者女子計職業

　　　　　　

（人）

自

　

学 学 学 店 店 理 看 洋 女 日

　

工 農 そ 無ラド

　

非

　　

総

董蘇生墨暴養護箪

　

の繍
業

　

壱 廻計 遊 ８ 師 婦校 中 雇 員 協 他 職 計

　

計

　

計

１２０

　

２６

　

６

　

３２

　

９

　

５

　

］２１０

　

９

　

８

　

６

　

４

　

２

　

３

　

２

　

７０

　

１０２ ２２２

　　　　　　　

１４

（註）

　

調査部落中卒者の集計をあらわす，

　

次に女子についてみるに（第５．４表の２），長女と次女以下とを問わず農業への滞留率の大きいこ

とが指摘されねばならない． 非自家農業非学生の就業部門をみる時， 店員が最大でありつづいて

理美容師であり洋裁師（同学校生徒） であり看講婦日雇であり， 資本主義の工員は極めて少い，

女子工員の場合は北紡 （資本金２億円） が主であり， これに関する限り近代資本主義の工員と言

えよう． 然し男子の場合近代資本主義の工員は僅かに１名程度に止まり， 殆んど大部分が前近代

的小企業乃至零細企業の工員であることは既に各事例で述べた如くである． この点雇傭審議会の

明かにした事実がそのま 本調査の場合に言えそうである１），

　

１） 「雇傭審議会が明らかにしたところでは農業県からの新規学卒者（中学）の就職者全体を１００として従

　　

業員・４人以下の企業に４ｂ．・％，１５～９９人の企業は３４．４％，１００～５００人の企業へはわずか１９．５％で農村出の

　　

新規労働力はほとんど中小企業や零細企業に限定され」と報告されている． （直接引用，日本農業新聞政

　　

経部編「農業はどこへいく」１６５頁）

　

次に中卒者の職業を階層別に１括してみると長男については第５．５表の如くである． これによ

れば階層を上昇するにつれて中卒後直接自家農業に従事する者の外， 実業高 （殆んどが農業高，
非農高当麻の１名のみ） において更に農業教育を受ける者が増加している． 逆に中卒後直ちに農

業外に就業する者は階層を下るにつれて増加する，

　

３Ｃ層は一つの分岐点をなしている． ３Ｃ層

において普通高進学の増大或いは直接離農の増加がみられ，２Ｃ層ＩＣ層においては前者の激減，
直接離農が顕著になる． 長男の進学外の離農はＢ層にもみられるが最下層の長男の離農は著 し

い． 之を要するに階層を上昇するにつれて現在及び将来の農業継承者が多く， 下降するにつれて

離農者が多くなる． 第１図はこれを示す．

　

次に次男以下についてみるに， 自家農業滞留率はＡ層を最大とし階層を下るにつれて減少し，
３Ｃ層を最低とし，

　

２ＣＩＣ層で再び増加する， これはＡ層は耕地面積比較的大なる故に， 次三

男以下労働力をも吸収し１戸全体の収入の高位を達成している． したがって将来独立の際の次三

男問題を含む度合も大きいと言える．

　

２Ｃ層ＩＣ層は次男以下も日雇，或いは非定常的人夫日雇

をかねながら１戸の不足な収入を補給しているのであり， かふる者の増加する故に， ２ＣＩＣ層

は再び農業滞留率が増加するのである． 次男以下の進学はＡ層Ｂ層に高く２ＣＩＣ層は極端に不

振であり， 経済力の貧困を反映している． 第２図はこれらの状況を示めしたものである． 更に非

農業者の進学外職業の内容を長男・次男以下合せてみるに， 第５，５表及び５，６表にみる如く， 造材

夫人夫， 日雇の如き苦汗労働はＣ３層以下の下層にみられる． 上層階層にみられる日雇は自家農

業に滞留した次三男で本調査では卒業年の古い者であり，か｝る例は

　

自家農業に滞留した次三男
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第５．５表

　

階層別（農業粗収入別）中卒者の職業－長男一

　　　　　　　

第１図：農業収入階層別長男の職業

６．５
Ａ

４
Ｂ

３
Ｃ ２．１
Ｃ 計

自

　　　

家

　　　

農

　　　

業 ８ １５ １９ １３ ５５

学

　

生

　

口） 普

　

通

　

高

学

　

生 （１） 実

　

業

　

高

学

　　　　

生

　　　　

燭

学

　　　　　

生

　　　　　

計

， ”

　

ｎ ３

　 　

ｎ ｚ ”

　

７ 十

２

　

２

　

２

　

６

７

　

４

１

１２

ｎ ｚ ”

　 　 　 　 　 　 　 　

？ ”

１３

　

９

　

５

　

２

　

７

店

　　　

員

　

（販

　

売）

工

　　　　　　　　　　

員

職

　　　　　　　　　　

人

職

　　　　　　　　　　

訓

自

　　　　

衛

　　　　

隊

造

　

林

　

造

　

村

　

夫

日

　　　　　　　　　　　　

一

パ イ ロ ッ ト フ ア ー

　

ム

学

　　

生

　　

外

　　

計

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

４

３

ｉ

ｌ

Ｉ

６

３

ｌ

３

２

Ｉ

１０

３

５

５

Ｉ

２

２

Ｉ

Ｉ

２０

非

　　

農

　　

業

　　

計 ７ ｌｏ １８ １２ ４７

１５ ２５ ３７ ２５ １０２

－≦
とん

非自家

農
業
非学

生

　 　 　

学生普通高

　 　 　

学生実業高及定時

制

３Ｃ

　

Ｚ．′Ｃ

層

　

層

　

層

　

層

（註）

　

調査部落中卒者集計をあらわす．

第５．６表

　

階層別中卒者の職業

　

一次男以下－
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第２図：農業収入階層別次男以下の職業
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調査部落の中卒者集計をあらわす，
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の将来の一つを暗示するものである，

　

次に女子の場合についてみよう． 女子は各階層とも自家農業への滞留率の著しく高い点が注目

きれる． か〉る点から女子労働力の望ましいあり方について経済的立場から更に社会的立場から

真掌なる研究が要求されねばならない， ところで進学率は上層程高く，下層程低く， ２ＣＩＣ層

において（これは大部分下川によって占められているが）非農業への流出が高くなっているが （第

３図）， これは貧困によるロ減らしの意味もあろう． Ａ‐層の学生外非農業への流出は主として当麻

によって占められているが， これは中都市へ近接し職業への刺激と機会に富むことと両親の自由

主義的意識によるものであろう．

　

さて学生外非農業の就業者は第５，７表にみる如くであり， 各職

業が殆んどあらゆる階層に分布しているのであるが強いと言えば技術修業に年期を要する 洋裁師

理美容師の如きは３Ｃ以上の階層に多く， 反対に飲食店員， 看護婦， 女中， 日雇の如きは３Ｃ層

以下の階層に多い，

　

第５．７表

　

階層別（農業粗収入）中卒者の職業

－長女・一次女以下計一
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第２図：農業収入階層別女子の職業

　　　　　　　　

（長女・次女以下計）
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）

棒線
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容
は
第
２
回と同

じ
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６ザハ

　

４８
・
ヨじ ２．′じ

　　

ー

層

　

層

　

層

　

層

　

（註） 調査部落中卒者集計をあらわす，

　

以上は各開拓部落の総括しての論述であるが， 各部落ともそれぞれの特徴をもっていることは

既に事例１から事例４まで示めした如くであり， 概括すれば営農成績交通の便中位の美瑛五稜部

落では長男の農業継承率の高いこと， 一般に進学の低位なことがあげられ営農成績不良， 交通の

便良好な下川四部落では長男すらの離農が目立ち， 営業成績良好， 交通の便不良な富良野平沢部

落では長男の農業継承率が高いのみならず， 彼等はその一部にせょ進学して農業教育を受けるこ

とであり， 経済良好交通の便良好中都市に近接する当麻開明部落は進学が多く，農業教育の充実
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の半面， 進学による離農者の多いことである． 教育が将来の安定した第二次産業第三次産業就業

者を造出するとすれば当麻開明部落こそは次三男問題解決にも 最も好条件にある開拓部落と言わ

なければならない （第５．８表）．
次にこれら開拓部落開拓農家の中卒者の流出の地域的範囲をみるに （第５．９表） その多くは隣

第５．８表

　　

開拓地別中卒者の職業

美瑛 下川 富良野 当麻

自

　

家

　

農

　

業

実業高と定時制

　　　

計－

２２

２｛２）
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中卒者の部落外就業の地域範囲

　　　　　　　　　　　

－男女計－
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（註）
①

　

美瑛は高校生自衛隊人夫日雇を除く

②

　

下川は高校生造林造材夫日雇を除く

⑨

　

富良野は高校生を除外

④

　

当麻は高校生自衛隊人夫日雇を除く

⑤

　

カッコ内は大学学生， コツ外数字の内数，

（註）高校進等者はその卒業せるものをも学生に含め

　

た， 各部落数字は中卒者の階層の計をあらわす．

　

（

　

）内は定時制高をあらわす． 内数．

接中小都市であり， 本道の首都札幌であり， 且つその存する町の市街地である． 大多数は道内で

あり道外は極めて少く， これらはその何れも就業構造から言えば前近代的な職人層であり， 零細

店員であり， 小規模零細工場の工員であり， 先ず近代資本主義の労働者としてはその数極めて少

く，所謂経済の二重構造の底部就業者としてである， たゞ高卒の場合は流出の地域的距離も拡大

するがそれも当麻開明出身に少数みられる程度に止まる． 尚進学 （高校） の場合主として地場叉

は近接地の学校が選ばれ，大学も道内が選ばれることが多い．

　

さて以上論述しきたことを要約して次の点を指摘しよう．
（１） 外見的に一応開拓の成功が装われつ＞も内部に次男以下を滞留せしめ 彼等の労働力を吸収す

　

ることによってＡ層Ｂ層たる地位を獲ち得ていることの少くないこと， したがって将来の次三

　

男問題はこの層により内包されている．

｛２｝

　

流出は中小都市農村市街地の前近代部門に多いことである． 逆に言えば経済の特に第二次産

　

業の高度成長にも拘わず近代資本主義は中卒程度の低級労働力は

　

これを北海道農村に求める程

　

に需要力を展開していないことである．
圏

　

農業収入階層が下るにつれて進学程度も低下し就業は不安定な低労働条件下の就業者， 或い

　

は苦汗労働者が多くなる． 叉長男の脱農も多くなる．

報

　

中卒者の就業は年次的に一つの傾向はみられない． 逆に言えば経済の成長は北海道開拓農村

　

の就業構造を漸進的にせよ変えるまでには到っていない． たゞ開拓農家としては昭和３２年乃至

　

３３年以降進学者が増加傾向にあることは認められよう．
｛５｝

　

女子の自家農業への滞留率が多い． 叉その進学率は男子より低い．

一

　

７２

　

一



北海道における農家青年労働力の流出と滞留

　

さて， これらの点を解決するには（１）に対しては資本装備の強化があげられねばならない． まさ

に資本装備の強化による労働生産力の増大が必要であり， 彼等次三男の労働力を早期に農業より

解放すべき施策が構ぜられねばならず， ｛２１ごに対しては外部的に近代産業のより強大な発展が期待

されなければならず 一方内部的には労働力もそれに応じた技術的労働力への向上が必要であり，
まさにそのための教育が必要となる， そしてそれは我々のみたところではＡ層Ｂ層においてこれ

が可能であり， 条件よろしければ３Ｃ層においても尚可能であるのである． このような外部経済

の発展と開拓農家の内部経済の向上は同時に｛３）を解決せしめる緒口でありと同時に（５｝の場合にお

いてもそのような経済の好転によって解決し得る問題である． 開拓は単なる失業者授産程度の意

味のものであってはならず子弟子女の将来の就業の安定をも併せ考慮し 施策さるべきものであろ

う・

　

さてここで最初提起した問題に立ちかえるならば以上の調査が

　

目から解答を与えるであろう．

即ち， 宇野・綿谷氏の提起した言葉は本道開拓村の場合は少くとも上川管内開拓村では妥当せず，
「学卒新規労働力と近代的就業部門とは労働市場で直結するにいたった」 という彼等の結論の達

成するのは果して何時の日のことであろうか． そしてそれこそ日本の成長を過大視した結論を示

めすと同時に， 現実の本道の経済の後進性を物語るものに外ならない．

　

－完 －

　　

１９６１．９．３０

　

（附記）

　

本稿は道科学研究費の助成をえて調査し， 版纏めたものであること一言附記する，
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